
(57)【要約】

【課題】股下域において二つのパネルが重なり合うこと

によって形成された便溜め用のポケットを大きく開口さ

せることが可能な使い捨ておむつの連続的製造方法の提

供。

【解決手段】股下域において互いに重なり合って便溜め

用のポケットを形成する第１、第２体液吸収部の両縁部

に弾性的な防漏カフが形成されている使い捨ておむつの

連続的製造工程において、股下域で重なり合う第１、第

２体液吸収部を部分的に被覆するように防漏用カフ連続

体４０３，４０４を伸張状態で供給し、このカフ連続体

４０３，４０４の側縁部４０３ａ，４０４ａの一部分を

第１体液吸収部の第１内面に重なる第２体液吸収部の第

２内面の一部分に接合する。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 胴 周 り 域 と 後 胴 周 り 域 と こ れ ら 両 域 間 に 位 置 す る 股 下 域 と か ら な り 互 い に 直 交 す る 縦
方 向 と 横 方 向 と 厚 さ 方 向 と を 有 す る 不 透 液 性 シ ー ト が 第 １ 内 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 １ 外
面 と を 有 し 、 前 記 第 １ 内 面 の 側 に は 、 前 記 第 １ 内 面 と 向 か い 合 う 第 ２ 外 面 と そ の 反 対 面 で
あ る 第 ２ 内 面 と を 有 し 前 記 縦 方 向 に お い て 前 記 前 後 胴 周 り 域 と 股 下 域 と の う ち の 少 な く と
も 前 記 後 胴 周 り 域 と 前 記 股 下 域 と に 広 が る パ ネ ル 状 の 第 １ 体 液 吸 収 部 と 、 前 記 第 ２ 内 面 の
少 な く と も 一 部 分 と 向 か い 合 う 第 ３ 外 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 ３ 内 面 と を 有 し 前 記 縦 方 向
に お い て 前 記 前 胴 周 り 域 と 前 記 股 下 域 と に 広 が り 前 記 後 胴 周 り 域 に ま で は 広 が る こ と が な
く 前 記 股 下 域 で は 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の 第 ２ 内 面 に 重 な る パ ネ ル 状 の 第 ２ 体 液 吸 収 部 と が
形 成 さ れ 、 前 記 股 下 域 に お い て 、 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 は 前 記 横 方 向 に 位 置 す る 縁 部 そ れ ぞ
れ に お い て 前 記 不 透 液 性 シ ー ト お よ び 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の い ず れ か に 接 合 す る 一 方 、 前
記 両 縁 部 間 の 部 位 が 前 記 厚 さ 方 向 に お い て 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 か ら 離 間 可 能 に 形 成 さ れ て
い る 使 い 捨 て お む つ に 、 下 記 工 程 を 含 む 製 造 工 程 を 経 て 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 前 記 第 １ 体
液 吸 収 部 か ら 離 間 さ せ る 手 段 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 使 い 捨 て お む つ の 連 続 的
製 造 方 法 。
（ １ ） 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 を 形 成 す る た め の 第 １ 不 織 布 を 第 １ 機 械 方 向 へ 連 続 的 に 供 給 す
る 工 程
（ ２ ） 前 記 第 １ 不 織 布 が 内 面 と 外 面 と を 有 し 、 前 記 内 面 に 前 記 第 １ 機 械 方 向 に お い て 間 欠
的 に 体 液 吸 収 性 の 第 １ 芯 材 を 配 置 す る 工 程
（ ３ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 へ 第 １ 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前 記 第 １ 透 液 性 シ ー ト と
前 記 第 １ 不 織 布 と で 前 記 第 １ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ ッ チ し て 、 複 数 の 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 が 前
記 第 １ 機 械 方 向 へ つ な が っ た 状 態 に あ る 第 １ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ４ ） 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 形 成 す る た め の 第 ２ 不 織 布 を 第 ２ 機 械 方 向 へ 連 続 的 に 供 給 す
る 工 程
（ ５ ） 前 記 第 ２ 不 織 布 が 内 面 と 外 面 と を 有 し 、 前 記 内 面 に 前 記 第 ２ 機 械 方 向 に お い て 間 欠
的 に 体 液 吸 収 性 の 第 ２ 芯 材 を 配 置 す る 工 程
（ ６ ） 前 記 第 ２ 機 械 方 向 へ 第 ２ 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト と
前 記 第 ２ 不 織 布 と で 前 記 第 ２ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ ッ チ し て 、 複 数 の 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 が 前
記 第 ２ 機 械 方 向 へ つ な が っ た 状 態 に あ る 第 ２ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ７ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 と 前 記 第 ２ 機 械 方 向 と の 延 長 上 に あ る 第 ３ 機 械 方 向 に 向 か っ て 前
記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と を 前 記 第 １ 透 液 性 シ ー ト と 前 記 第 ２ 不 織 布 と が 向 か い 合
う 態 様 で 合 流 さ せ る と と も に 、 前 記 第 ３ 機 械 方 向 に お い て の 前 記 第 １ 芯 材 と 前 記 第 ２ 芯 材
と の 位 置 を 一 致 さ せ 、 か つ 前 記 第 ３ 機 械 方 向 に 対 す る 交 差 方 向 に お い て 前 記 第 １ 連 続 体 と
前 記 第 ２ 連 続 体 と を 部 分 的 に 重 ね 合 わ せ る 工 程
（ ８ ） 前 記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と の 重 ね 合 わ せ た 部 分 を 前 記 第 ２ 芯 材 の 前 記 第 ３
機 械 方 向 に お い て 対 向 し て い る 側 縁 部 そ れ ぞ れ の 近 傍 で 互 い に 接 合 し て 前 記 第 １ 連 続 体 と
前 記 第 ２ 連 続 体 と か ら な る 第 ３ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ９ ） 前 記 第 ３ 連 続 体 を 前 記 交 差 方 向 へ 延 び る 切 断 線 に よ っ て 逐 次 分 断 し て 、 前 記 第 １ 芯
材 と 前 記 第 ２ 芯 材 と を １ 個 ず つ 含 み 互 い に 隣 接 す る 一 対 の 前 記 切 断 線 に よ っ て 互 い に 平 行
す る 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 と が 画 成 さ れ た 複 数 の 第 １ 複 合 体 を 逐 次 形 成 す る 工 程
（ １ ０ ） 第 ４ 機 械 方 向 へ 内 面 と 外 面 と を 有 す る 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前
記 第 １ 複 合 体 の １ 個 ず つ を 前 記 第 １ 不 織 布 と 前 記 第 ２ 不 織 布 と が 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト
の 前 記 内 面 と 向 か い 合 う よ う に 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 載 せ て 、 前 記 第 １ 複 合 体 の 周 縁
部 分 を 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 接 合 し て 第 ４ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ １ １ ） 前 記 第 ４ 連 続 体 に 対 し て 、 互 い に 平 行 し て 延 び る 第 １ 側 縁 部 と 第 ２ 側 縁 部 と を 有
し 、 前 記 第 ２ 側 縁 部 が そ の 延 び る 方 向 に 弾 性 的 に 伸 長 収 縮 可 能 な 帯 状 材 料 か ら な る 一 対 の
防 漏 用 カ フ 連 続 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 １ 側 縁 部 を 、 前 記 第 ２ 側 縁 部 の 伸 張 状 態 下 に 、 前 記 第
４ 連 続 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 前 記 第 １ 複 合 体 の 前 記 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 そ れ ぞ れ の 近 傍
で 接 合 す る 工 程
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（ １ ２ ） 前 記 第 １ 縁 部 の 近 傍 に 接 合 し た 前 記 カ フ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 縁 部 の 近 傍 に 接 合 し た
前 記 カ フ 連 続 体 と を 、 前 記 第 ２ 側 縁 部 ど う し が 互 い に 向 か い 合 う よ う に し て 前 記 第 １ 透 液
性 シ ー ト と 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト と の 上 に 重 ね 、 前 記 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 と の そ れ ぞ れ に
交 差 し て 延 び る 前 記 第 １ 複 合 体 の 端 縁 そ れ ぞ れ の 近 傍 に 接 合 す る 工 程
（ １ ３ ） 前 記 カ フ 連 続 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 ２ 側 縁 部 の 一 部 分 を 前 記 第 ４ 連 続 体 の 前 記 第 ４
機 械 方 向 に 対 す る 交 差 方 向 の 中 間 部 位 に お い て 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト に 対 し て 接 合 し て 、
前 記 カ フ 連 続 体 の そ れ ぞ れ か ら 第 １ の 前 記 離 間 さ せ る 手 段 を 形 成 す る 工 程
（ １ ４ ） 前 記 （ １ ３ ） の 工 程 以 降 に お い て 、 前 記 第 ４ 連 続 体 を 互 い に 隣 接 す る 前 記 第 １ 複
合 体 ど う し の 間 で 分 断 し て 個 別 の 前 記 お む つ お よ び 前 記 お む つ の 前 駆 体 の い ず れ か を 逐 次
形 成 す る 工 程
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト が 不 透 液 性 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム と 前 記 フ ィ ル ム の 内 外 面 の
少 な く と も 一 方 に 積 層 さ れ た 不 織 布 と か ら な る 請 求 項 １ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 帯 状 材 料 は 、 不 織 布 と 前 記 不 織 布 に 伸 張 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い る 糸 ゴ ム と で 形 成
さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 機 械 方 向 お よ び 前 記 第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 横 方 向 に 一 致 し 、 前
記 第 ４ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 前 記 縦 方 向 に 一 致 し て お り 、 前 記 第 １ 複 合 体 を ９
０ ° 回 転 さ せ て か ら 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 載 せ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 （ ６ ） の 工 程 の 後 に 、 前 記 （ ７ ） の 工 程 に お い て 前 記 第 １ 連 続 体 に 重 ね 合 わ せ る 前
記 第 ２ 連 続 体 の 部 位 の 一 部 分 を 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト ど う し が 重 な り 合 う よ う に 前 記 第 ２
機 械 方 向 に 平 行 す る 折 曲 線 に 沿 っ て 折 り 返 し て 前 記 第 ２ 連 続 体 に お け る 前 記 第 ２ 不 織 布 を
前 記 カ フ 連 続 体 と 向 か い 合 わ せ 、 前 記 （ １ ３ ） の 工 程 で は 前 記 カ フ 連 続 体 の 第 ２ 側 縁 部 の
一 部 分 を 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト に 代 え て 前 記 第 ２ 不 織 布 に 対 し て 接 合 す る 請 求 項 ４ に 記 載
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 機 械 方 向 お よ び 前 記 第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 縦 方 向 に 一 致 し て い
る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 縦 方 向 に 一 致 し 、 前 記 第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不
透 液 性 シ ー ト の 横 方 向 に 一 致 し て お り 、 前 記 第 １ 連 続 体 を 分 断 し て 得 ら れ る 前 記 第 １ 体 液
吸 収 部 と 前 記 第 ２ 連 続 体 を 分 断 し て 得 ら れ る 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 と の い ず れ か を ９ ０ ° 回
転 さ せ る 工 程 が 含 ま れ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 連 続 体 お よ び 前 記 第 ２ 連 続 体 の い ず れ か に 、 前 記 股 下 域 に お い て 前 記 お む つ の
幅 を 縮 め て 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 と 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 と を 離 間 さ せ る こ と が 可 能 な 帯 状 弾
性 材 料 か ら な る ス ペ ー サ 連 続 体 を 伸 張 状 態 で 取 り 付 け て 、 前 記 ス ペ ー サ 連 続 体 か ら 第 ２ の
前 記 離 間 さ せ る 手 段 を 形 成 す る 工 程 が 含 ま れ る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 胴 周 り 域 と 後 胴 周 り 域 と こ れ ら 両 域 間 に 位 置 す る 股 下 域 と か ら な り 互 い に 直 交 す る 縦
方 向 と 横 方 向 と 厚 さ 方 向 と を 有 す る 不 透 液 性 シ ー ト が 第 １ 内 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 １ 外
面 と を 有 し 、 前 記 第 １ 内 面 の 側 に は 、 前 記 第 １ 内 面 と 向 か い 合 う 第 ２ 外 面 と そ の 反 対 面 で
あ る 第 ２ 内 面 と を 有 し 前 記 縦 方 向 に お い て 前 記 前 後 胴 周 り 域 と 股 下 域 と の う ち の 少 な く と
も 前 記 後 胴 周 り 域 と 前 記 股 下 域 と に 広 が る パ ネ ル 状 の 第 １ 体 液 吸 収 部 と 、 前 記 第 ２ 内 面 の
少 な く と も 一 部 分 と 向 か い 合 う 第 ３ 外 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 ３ 内 面 と を 有 し 前 記 縦 方 向
に お い て 前 記 前 胴 周 り 域 と 前 記 股 下 域 と に 広 が り 前 記 後 胴 周 り 域 に ま で は 広 が る こ と が な
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く 前 記 股 下 域 で は 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の 第 ２ 内 面 に 重 な る パ ネ ル 状 の 第 ２ 体 液 吸 収 部 と が
形 成 さ れ 、 前 記 股 下 域 に お い て 、 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 は 前 記 横 方 向 に 位 置 す る 縁 部 そ れ ぞ
れ に お い て 前 記 不 透 液 性 シ ー ト お よ び 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の い ず れ か に 接 合 す る 一 方 、 前
記 両 縁 部 間 の 部 位 が 前 記 厚 さ 方 向 に お い て 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 か ら 離 間 可 能 に 形 成 さ れ て
い る 使 い 捨 て お む つ に 、 下 記 工 程 を 含 む 製 造 工 程 を 経 て 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 前 記 第 １ 体
液 吸 収 部 か ら 離 間 さ せ る 手 段 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 使 い 捨 て お む つ の 連 続 的
製 造 方 法 。
（ １ ） 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 を 形 成 す る た め の 第 １ 不 織 布 を 第 １ 機 械 方 向 へ 連 続 的 に 供 給 す
る 工 程
（ ２ ） 前 記 第 １ 不 織 布 が 内 面 と 外 面 と を 有 し 、 前 記 内 面 に 前 記 第 １ 機 械 方 向 に お い て 間 欠
的 に 体 液 吸 収 性 の 第 １ 芯 材 を 配 置 す る 工 程
（ ３ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 へ 第 １ 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前 記 第 １ 透 液 性 シ ー ト と
前 記 第 １ 不 織 布 と で 前 記 第 １ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ ッ チ し て 、 複 数 の 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 が 前
記 第 １ 機 械 方 向 へ つ な が っ た 状 態 に あ る 第 １ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ４ ） 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 形 成 す る た め の 第 ２ 不 織 布 を 第 ２ 機 械 方 向 へ 連 続 的 に 供 給 す
る 工 程
（ ５ ） 前 記 第 ２ 不 織 布 が 内 面 と 外 面 と を 有 し 、 前 記 内 面 に 前 記 第 ２ 機 械 方 向 に お い て 間 欠
的 に 体 液 吸 収 性 の 第 ２ 芯 材 を 配 置 す る 工 程
（ ６ ） 前 記 第 ２ 機 械 方 向 へ 第 ２ 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト と
前 記 第 ２ 不 織 布 と で 前 記 第 ２ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ ッ チ し て 、 複 数 の 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 が 前
記 第 ２ 機 械 方 向 へ つ な が っ た 状 態 に あ る 第 ２ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ７ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 お よ び 前 記 第 ２ 機 械 方 向 の い ず れ か に 帯 状 弾 性 材 料 か ら な る ス ペ
ー サ 連 続 体 を 伸 張 状 態 で 供 給 し て 、 前 記 第 １ 連 続 体 に お け る 前 記 第 １ 芯 材 お よ び 前 記 第 ２
連 続 体 に お け る 前 記 第 ２ 芯 材 の い ず れ か を ま た が せ て 前 記 第 １ 連 続 体 に お け る 前 記 第 １ 透
液 性 シ ー ト お よ び 前 記 第 ２ 連 続 体 に お け る 前 記 第 ２ 不 織 布 の い ず れ か に 対 し て 接 合 し て 、
第 ２ の 前 記 離 間 さ せ る 手 段 を 形 成 す る 工 程
（ ８ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 と 前 記 第 ２ 機 械 方 向 と の 延 長 上 に あ る 第 ３ 機 械 方 向 に 向 か っ て 前
記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と を 前 記 第 １ 透 液 性 シ ー ト と 前 記 第 ２ 不 織 布 と が 向 か い 合
う 態 様 で 合 流 さ せ る と と も に 、 前 記 第 ３ 機 械 方 向 に お い て の 前 記 第 １ 芯 材 と 前 記 第 ２ 芯 材
と の 位 置 を 一 致 さ せ 、 か つ 前 記 第 ３ 機 械 方 向 に 対 す る 交 差 方 向 に お い て 前 記 第 １ 連 続 体 と
前 記 第 ２ 連 続 体 と を 部 分 的 に 重 ね 合 わ せ る 工 程
（ ９ ） 前 記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と の 重 ね 合 わ せ た 部 分 を 前 記 第 ２ 芯 材 の 前 記 第 ３
機 械 方 向 に お け る 側 縁 部 の 近 傍 で 互 い に 接 合 し て 前 記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と か ら
な る 第 ３ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ １ ０ ） 前 記 第 ３ 連 続 体 を 前 記 交 差 方 向 へ 延 び る 切 断 線 に よ っ て 逐 次 分 断 し て 、 前 記 第 １
芯 材 と 前 記 第 ２ 芯 材 と を １ 個 ず つ 含 み 互 い に 隣 接 す る 一 対 の 前 記 切 断 線 に よ っ て 互 い に 平
行 す る 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 と が 画 成 さ れ た 複 数 の 第 １ 複 合 体 を 形 成 す る 工 程
（ １ １ ） 第 ４ 機 械 方 向 へ 内 面 と 外 面 と を 有 す る 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前
記 第 １ 複 合 体 の １ 個 ず つ を 前 記 第 １ 不 織 布 と 前 記 第 ２ 不 織 布 と が 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト
の 前 記 内 面 と 向 か い 合 う よ う に 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 載 せ て 前 記 第 １ 複 合 体 の 周 縁 部
分 を 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 接 合 し て 第 ４ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ １ ２ ） 前 記 （ １ １ ） の 工 程 以 降 に お い て 、 前 記 第 ４ 連 続 体 を 互 い に 隣 接 す る 前 記 第 １ 複
合 体 ど う し の 間 で 切 断 し て 個 別 の 前 記 お む つ お よ び 前 記 お む つ の 前 駆 体 の い ず れ か を 形 成
す る 工 程
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト が 不 透 液 性 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム と 前 記 フ ィ ル ム の 内 外 面 の
少 な く と も 一 方 に 積 層 さ れ た 不 織 布 と か ら な る 請 求 項 ９ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 機 方 向 お よ び 前 記 第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 横 方 向 に 一 致 し 、 前 記
第 ４ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 前 記 縦 方 向 に 一 致 し て お り 、 前 記 第 １ 複 合 体 を ９ ０
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° 回 転 さ せ て か ら 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 載 せ る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ 機 械 方 向 お よ び 前 記 第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 縦 方 向 に 一 致 し て い
る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 縦 方 向 に 一 致 し 、 前 記 第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不
透 液 性 シ ー ト の 横 方 向 に 一 致 し て お り 、 前 記 第 １ 連 続 体 を 分 断 し て 得 ら れ る 前 記 第 １ 体 液
吸 収 部 お よ び 前 記 第 ２ 連 続 体 を 分 断 し て 得 ら れ る 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 の い ず れ か を ９ ０ °
回 転 さ せ る 工 程 が 含 ま れ る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 ４ 連 続 体 に 対 し て 、 互 い に 平 行 し て 延 び る 第 １ 側 縁 部 と 第 ２ 側 縁 部 と を 有 し 、 前
記 第 ２ 側 縁 部 が そ の 延 び る 方 向 に 弾 性 的 に 伸 長 収 縮 可 能 な 帯 状 材 料 か ら な る 一 対 の 防 漏 用
カ フ 連 続 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 １ 側 縁 部 を 、 前 記 第 ２ 側 縁 部 の 伸 張 状 態 下 に 、 前 記 第 ４ 連 続
体 に 取 り 付 け ら れ て い る 前 記 第 １ 複 合 体 の 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 そ れ ぞ れ の 近 傍 で
接 合 す る 工 程 が 含 ま れ る 請 求 項 ９ か ら １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ ッ チ し て い る 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト お よ び 前 記 第 ２ 不 織 布 の
い ず れ か に 対 し て 前 記 カ フ 連 続 体 の 一 部 分 を 接 合 す る 工 程 が 含 ま れ る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 胴 周 り 域 と 後 胴 周 り 域 と こ れ ら 両 域 間 に 位 置 す る 股 下 域 と か ら な り 互 い に 直 交 す る 縦
方 向 と 横 方 向 と 厚 さ 方 向 と を 有 す る 不 透 液 性 シ ー ト が 第 １ 内 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 １ 外
面 と を 有 し 、 前 記 第 １ 内 面 の 側 に は 、 前 記 第 １ 内 面 と 向 か い 合 う 第 ２ 外 面 と そ の 反 対 面 で
あ る 第 ２ 内 面 と を 有 し 前 記 縦 方 向 に お い て 前 記 前 後 胴 周 り 域 と 股 下 域 と の う ち の 少 な く と
も 前 記 後 胴 周 り 域 と 前 記 股 下 域 と に 広 が る パ ネ ル 状 の 第 １ 体 液 吸 収 部 と 、 前 記 第 ２ 内 面 の
少 な く と も 一 部 分 と 向 か い 合 う 第 ３ 外 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 ３ 内 面 と を 有 し 前 記 縦 方 向
に お い て 前 記 前 胴 周 り 域 と 前 記 股 下 域 と に 広 が り 前 記 後 胴 周 り 域 に ま で は 広 が る こ と が な
く 前 記 股 下 域 で は 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の 第 ２ 内 面 に 重 な る パ ネ ル 状 の 第 ２ 体 液 吸 収 部 と が
形 成 さ れ 、 前 記 股 下 域 に お い て 、 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 は 前 記 横 方 向 に 位 置 す る 縁 部 そ れ ぞ
れ に お い て 前 記 不 透 液 性 シ ー ト お よ び 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の い ず れ か に 接 合 す る 一 方 、 前
記 両 縁 部 間 の 部 位 が 前 記 厚 さ 方 向 に お い て 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 か ら 離 間 可 能 に 形 成 さ れ て
い る 使 い 捨 て お む つ に 、 下 記 工 程 を 含 む 製 造 工 程 を 経 て 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 前 記 第 １ 体
液 吸 収 部 か ら 離 間 さ せ る 手 段 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 使 い 捨 て お む つ の 連 続 的
製 造 方 法 。
（ １ ） 前 記 第 １ 内 面 と 前 記 第 １ 外 面 と を 有 す る 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 連 続 体 を 第 １ 機 械 方
向 へ 連 続 的 に 供 給 す る 工 程
（ ２ ） 前 記 連 続 体 に お け る 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 前 記 前 胴 周 り 域 と 後 胴 周 り 域 と 股 下 域 と
に な る べ き 部 位 の う ち の 少 な く と も 前 記 後 胴 周 り 域 と 股 下 域 と に な る べ き 部 位 に お け る 前
記 第 １ 内 面 に 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 を 取 り 付 け る 工 程
（ ３ ） 前 記 連 続 体 に お け る 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 前 記 前 胴 周 り 域 と 前 記 股 下 域 と に な る べ
き 部 位 に 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 前 記 第 ２ 外 面 が 前 記 股 下 域 で 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の 前 記 第
１ 内 面 と 向 か い 合 う よ う に し て 載 せ て 、 前 記 股 下 域 に お い て 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 の 前 記 縁
部 を 前 記 横 方 向 に 位 置 す る 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の 縁 部 お よ び 前 記 横 方 向 に お い て 前 記 第 １
体 液 吸 収 部 の 縁 部 の 外 側 に 位 置 す る 前 記 連 続 体 の い ず れ か に 接 合 す る 工 程
（ ４ ） 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 と 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 と を 取 り 付 け た 前 記 連 続 体 に 対 し て 、 前
記 股 下 域 と な る べ き 部 位 か ら 前 記 前 胴 周 り 域 と 前 記 後 胴 周 り 域 と に な る べ き 部 位 と に 向 か
っ て 延 び 、 そ の 延 び る 方 向 に 弾 性 的 に 伸 長 収 縮 可 能 で あ っ て 互 い に 平 行 す る 内 側 縁 部 と 外
側 縁 部 と を 有 す る 帯 状 材 料 で 形 成 さ れ た 一 対 の 防 漏 カ フ 用 部 材 を 伸 張 状 態 で 供 給 し 、 前 記
股 下 域 に お い て 前 記 部 材 そ れ ぞ れ の 前 記 外 側 縁 部 を 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 お よ び 前 記 第 ２ 体
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液 吸 収 部 の 縁 部 外 側 で 前 記 連 続 体 に 取 り 付 け る と と も に 、 前 記 部 材 そ れ ぞ れ の 前 記 内 側 縁
部 で 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 お よ び 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 の 縁 部 を 覆 う 工 程
（ ５ ） 次 の ａ ， ｂ の 少 な く と も 一 方 に よ っ て 前 記 離 間 さ せ る 手 段 が 形 成 さ れ る 工 程
　 ａ ． 前 記 連 続 体 に お け る 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 前 記 股 下 域 と な る べ き 部 位 で 、 伸 張 状 態
に あ る 前 記 防 漏 カ フ 用 部 材 の 前 記 内 側 縁 部 の 一 部 分 を 前 記 一 部 分 が 覆 っ て い る 前 記 第 ２ 体
液 吸 収 部 の 一 部 分 に 対 し て 接 合 す る 工 程
　 ｂ ． 前 記 連 続 体 に お け る 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 前 記 股 下 域 と な る べ き 部 位 で 、 前 記 第 １
体 液 吸 収 部 と 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 と を こ れ ら 両 部 に 挟 ま れ た 状 態 で 横 断 す る 帯 状 弾 性 ス ペ
ー サ を 伸 張 し て 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 お よ び 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 の 少 な く と も 一 方 の 前 記 縁
部 そ れ ぞ れ に 取 り 付 け る 工 程
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 使 い 捨 て お む つ 、 よ り 詳 し く は 便 溜 め 用 ポ ケ ッ ト を 有 す る 使 い 捨 て お む つ
の 連 続 的 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 便 溜 め 用 ポ ケ ッ ト を 有 す る 使 い 捨 て お む つ は 、 周 知 で あ る 。 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０
２ － ３ １ ５ ７ ７ ８ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 開 示 さ れ た 使 い 捨 て お む つ は 、 便 溜 め 用 ポ ケ ッ
ト を 有 す る も の の 一 例 で あ っ て 、 体 液 吸 収 性 の 第 １ の 芯 材 が 透 液 性 シ ー ト と 不 透 液 性 シ ー
ト と で サ ン ド ウ ィ ッ チ さ れ て な る 大 き な パ ネ ル が 前 後 胴 周 り 域 と 股 下 域 と に 広 が る よ う に
形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 大 き な パ ネ ル に 便 溜 め 用 の 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の お む つ
は ま た 、 体 液 吸 収 性 の 第 ２ の 芯 材 が 透 液 性 シ ー ト で 包 ま れ て な り 、 お む つ の 内 面 側 に お い
て 大 き な パ ネ ル に 重 な る 小 さ な パ ネ ル が 前 胴 周 り 域 と 股 下 域 の 一 部 分 と に 広 が る よ う に 形
成 さ れ て い る 。 こ の 小 さ な パ ネ ル は 、 股 下 域 に お い て 大 き な パ ネ ル に 形 成 さ れ た 便 溜 め 用
の 凹 部 の 一 部 分 を 覆 っ て い て 、 大 き な パ ネ ル と 小 さ な パ ネ ル と の 間 に は 後 胴 周 り 域 に 向 か
っ て 開 口 す る ポ ケ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 。 後 胴 周 り 域 か ら 股 下 域 に 向 か っ て 流 れ る 便 は 、
便 溜 め と し て 作 用 す る こ の ポ ケ ッ ト に 流 入 可 能 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ １ ５ ７ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 便 溜 め 用 の ポ ケ ッ ト で は 、 凹 部 の 底 面 か ら 小 さ な パ ネ ル ま で の
寸 法 と 凹 部 の 幅 方 向 の 寸 法 と が ポ ケ ッ ト の 開 口 寸 法 と な る 。 ポ ケ ッ ト が 大 き く 口 を 開 く よ
う に す る た め に は 、 こ の 開 口 寸 法 を 大 き く す れ ば よ い の で あ る が 、 そ の た め に 凹 部 を 深 く
す る と 、 大 き な パ ネ ル が 厚 く な り 、 お む つ は 股 下 域 が 嵩 張 る も の に な る 。 ま た 、 小 さ な パ
ネ ル が 体 液 を 吸 収 し て 、 小 さ な パ ネ ル の 芯 材 が 膨 潤 し た り 、 芯 材 の 剛 性 が 低 下 し た り す る
と 、 小 さ な パ ネ ル が ポ ケ ッ ト の 開 口 寸 法 を 小 さ く す る よ う に 凹 部 の 内 側 に 垂 れ 下 が り 、 ポ
ケ ッ ト へ の 便 の 流 入 を 困 難 に す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 が 課 題 と す る と こ ろ は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う な 二 つ の パ ネ ル が 重
な り 合 う こ と に よ っ て 便 溜 め 用 の ポ ケ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 使 い 捨 て お む つ の 連 続 的 製 造
方 法 で あ っ て 、 二 つ の パ ネ ル を 互 い に 離 間 さ せ て ポ ケ ッ ト を 大 き く 開 口 さ せ る こ と が で き
る よ う に 改 良 を 施 さ れ た 前 記 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の こ の 発 明 は 、 第 １ 発 明 、 第 ２ 発 明 お よ び 第 ３ 発 明 か ら な る 。
こ れ ら 第 １ 発 明 、 第 ２ 発 明 お よ び 第 ３ 発 明 に お い て 対 象 と な る の は 、 前 胴 周 り 域 と 後 胴 周
り 域 と こ れ ら 両 域 間 に 位 置 す る 股 下 域 と か ら な り 互 い に 直 交 す る 縦 方 向 と 横 方 向 と 厚 さ 方
向 と を 有 す る 不 透 液 性 シ ー ト が 第 １ 内 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 １ 外 面 と を 有 し 、 前 記 第 １
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内 面 の 側 に は 、 前 記 第 １ 内 面 と 向 か い 合 う 第 ２ 外 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 ２ 内 面 と を 有 し
前 記 縦 方 向 に お い て 前 記 前 後 胴 周 り 域 と 股 下 域 と の う ち の 少 な く と も 前 記 後 胴 周 り 域 と 前
記 股 下 域 と に 広 が る パ ネ ル 状 の 第 １ 体 液 吸 収 部 と 、 前 記 第 ２ 内 面 の 少 な く と も 一 部 分 と 向
か い 合 う 第 ３ 外 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 ３ 内 面 と を 有 し 前 記 縦 方 向 に お い て 前 記 前 胴 周 り
域 と 前 記 股 下 域 と に 広 が り 前 記 後 胴 周 り 域 に ま で は 広 が る こ と が な く 前 記 股 下 域 で は 前 記
第 １ 体 液 吸 収 部 の 第 ２ 内 面 に 重 な る パ ネ ル 状 の 第 ２ 体 液 吸 収 部 と が 形 成 さ れ 、 前 記 股 下 域
に お い て 、 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 は 前 記 横 方 向 に 位 置 す る 縁 部 そ れ ぞ れ に お い て 前 記 不 透 液
性 シ ー ト お よ び 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の い ず れ か に 接 合 す る 一 方 、 前 記 両 縁 部 間 の 部 位 が 前
記 厚 さ 方 向 に お い て 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 か ら 離 間 可 能 に 形 成 さ れ て い る 使 い 捨 て お む つ に
、 下 記 工 程 を 含 む 製 造 工 程 を 経 て 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 か ら 離 間 さ せ
る 手 段 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 使 い 捨 て お む つ の 連 続 的 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る 連 続 的 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ 発 明 が 特 徴 と す る と こ ろ は 、 下 記 工 程 が 含 ま
れ る こ と に あ る 。
（ １ ） 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 を 形 成 す る た め の 第 １ 不 織 布 を 第 １ 機 械 方 向 へ 連 続 的 に 供 給 す
る 工 程
（ ２ ） 前 記 第 １ 不 織 布 が 内 面 と 外 面 と を 有 し 、 前 記 内 面 に 前 記 第 １ 機 械 方 向 に お い て 間 欠
的 に 体 液 吸 収 性 の 第 １ 芯 材 を 配 置 す る 工 程
（ ３ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 へ 第 １ 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前 記 第 １ 透 液 性 シ ー ト と
前 記 第 １ 不 織 布 と で 前 記 第 １ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ ッ チ し て 、 複 数 の 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 が 前
記 第 １ 機 械 方 向 へ つ な が っ た 状 態 に あ る 第 １ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ４ ） 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 形 成 す る た め の 第 ２ 不 織 布 を 第 ２ 機 械 方 向 へ 連 続 的 に 供 給 す
る 工 程
（ ５ ） 前 記 第 ２ 不 織 布 が 内 面 と 外 面 と を 有 し 、 前 記 内 面 に 前 記 第 ２ 機 械 方 向 に お い て 間 欠
的 に 体 液 吸 収 性 の 第 ２ 芯 材 を 配 置 す る 工 程
（ ６ ） 前 記 第 ２ 機 械 方 向 へ 第 ２ 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト と
前 記 第 ２ 不 織 布 と で 前 記 第 ２ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ ッ チ し て 、 複 数 の 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 が 前
記 第 ２ 機 械 方 向 へ つ な が っ た 状 態 に あ る 第 ２ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ７ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 と 前 記 第 ２ 機 械 方 向 と の 延 長 上 に あ る 第 ３ 機 械 方 向 に 向 か っ て 前
記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と を 前 記 第 １ 透 液 性 シ ー ト と 前 記 第 ２ 不 織 布 と が 向 か い 合
う 態 様 で 合 流 さ せ る と と も に 、 前 記 第 ３ 機 械 方 向 に お い て の 前 記 第 １ 芯 材 と 前 記 第 ２ 芯 材
と の 位 置 を 一 致 さ せ 、 か つ 前 記 第 ３ 機 械 方 向 に 対 す る 交 差 方 向 に お い て 前 記 第 １ 連 続 体 と
前 記 第 ２ 連 続 体 と を 部 分 的 に 重 ね 合 わ せ る 工 程
（ ８ ） 前 記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と の 重 ね 合 わ せ た 部 分 を 前 記 第 ２ 芯 材 の 前 記 第 ３
機 械 方 向 に お い て 対 向 し て い る 側 縁 部 そ れ ぞ れ の 近 傍 で 互 い に 接 合 し て 前 記 第 １ 連 続 体 と
前 記 第 ２ 連 続 体 と か ら な る 第 ３ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ９ ） 前 記 第 ３ 連 続 体 を 前 記 交 差 方 向 へ 延 び る 切 断 線 に よ っ て 前 記 第 ３ 機 械 方 向 に お い て
分 断 し て 、 前 記 第 １ 芯 材 と 前 記 第 ２ 芯 材 と を １ 個 ず つ 含 み 互 い に 隣 接 す る 一 対 の 前 記 切 断
線 に よ っ て 互 い に 平 行 す る 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 と が 画 成 さ れ た 複 数 の 第 １ 複 合 体 を 形 成 す
る 工 程
（ １ ０ ） 第 ４ 機 械 方 向 へ 内 面 と 外 面 と を 有 す る 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前
記 第 １ 複 合 体 の １ 個 ず つ を 前 記 第 １ 不 織 布 と 前 記 第 ２ 不 織 布 と が 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト
の 前 記 内 面 と 向 か い 合 う よ う に 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 載 せ て 、 前 記 第 １ 複 合 体 の 周 縁
部 分 を 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 接 合 し て 第 ４ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ １ １ ） 前 記 第 ４ 連 続 体 に 対 し て 、 互 い に 平 行 し て 延 び る 第 １ 側 縁 部 と 第 ２ 側 縁 部 と を 有
し 、 前 記 第 ２ 側 縁 部 が そ の 延 び る 方 向 に 弾 性 的 に 伸 長 収 縮 可 能 な 帯 状 材 料 か ら な る 一 対 の
防 漏 用 カ フ 連 続 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 １ 側 縁 部 を 、 前 記 第 ２ 側 縁 部 の 伸 張 状 態 下 に 、 前 記 第
４ 連 続 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 前 記 第 １ 複 合 体 の 前 記 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 そ れ ぞ れ の 近 傍
で 接 合 す る 工 程
（ １ ２ ） 前 記 第 １ 縁 部 の 近 傍 に 接 合 し た 前 記 カ フ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 縁 部 の 近 傍 に 接 合 し た
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前 記 カ フ 連 続 体 と を 、 前 記 第 ２ 側 縁 部 ど う し が 互 い に 向 か い 合 う よ う に し て 前 記 第 １ 透 液
性 シ ー ト と 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト と の 上 に 重 ね 、 前 記 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 と の そ れ ぞ れ に
交 差 し て 延 び る 前 記 第 １ 複 合 体 の 端 縁 部 そ れ ぞ れ の 近 傍 に 接 合 す る 工 程
（ １ ３ ） 前 記 カ フ 連 続 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 ２ 側 縁 部 の 一 部 分 を 前 記 第 ４ 連 続 体 の 前 記 第 ４
機 械 方 向 に 対 す る 交 差 方 向 の 中 間 部 位 に お い て 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト に 対 し て 接 合 し て 、
前 記 カ フ 連 続 体 そ れ ぞ れ か ら 第 １ の 前 記 離 間 さ せ る 手 段 を 形 成 す る 工 程
（ １ ４ ） 前 記 （ １ ３ ） の 工 程 以 降 に お い て 、 前 記 第 ４ 連 続 体 を 互 い に 隣 接 す る 前 記 第 １ 複
合 体 ど う し の 間 で 分 断 し て 個 別 の 前 記 お む つ お よ び 前 記 お む つ 前 駆 体 の い ず れ か を 逐 次 形
成 す る 工 程
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 か よ う な 第 １ 発 明 に よ っ て 得 ら れ る 使 い 捨 て お む つ で は 、 第 １ 不 織 布 と 、 第 １ 透 液 性 シ
ー ト と 、 こ れ ら が サ ン ド ウ ィ ッ チ す る 第 １ 芯 材 と で 第 １ 体 液 吸 収 部 が 形 成 さ れ 、 第 ２ 不 織
布 と 、 第 ２ 透 液 性 シ ー ト と 、 こ れ ら が サ ン ド ウ ィ ッ チ す る 第 ２ 芯 材 と で 第 ２ 体 液 吸 収 部 が
形 成 さ れ る 。 一 対 の カ フ 連 続 体 か ら は 、 一 対 の 防 漏 用 カ フ が 形 成 さ れ る 。 か か る お む つ が
着 用 さ れ る と き に 防 漏 用 帯 状 材 料 か ら な る カ フ の 第 ２ 側 縁 部 が 収 縮 す る と 、 第 ２ 透 液 性 シ
ー と が そ の 第 ２ 側 縁 部 に 接 合 し て い る 第 ２ 体 液 吸 収 部 は 第 １ 体 液 吸 収 部 か ら 離 間 す る よ う
に 持 ち 上 げ ら れ て 、 第 １ 体 液 吸 収 部 と 第 ２ 体 液 吸 収 部 と の 間 が 大 き く 開 口 し た 便 溜 め 用 の
ポ ケ ッ ト と し て 機 能 す る 。 第 １ 発 明 に 係 る 製 造 方 法 に よ れ ば 、 カ フ 連 続 体 を こ の よ う に 第
２ 透 液 性 シ ー ト に 接 合 す る こ と で 、 そ の 防 漏 用 カ フ を 第 １ 、 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 互 い に 離 間
さ せ る 第 １ の 手 段 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 第 １ 発 明 の 実 施 態 様 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト が 不 透 液
性 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム と 前 記 フ ィ ル ム の 内 外 面 の 少 な く と も 一 方 に 積 層 さ れ た 不 織 布
と か ら な る 。 か よ う な 態 様 で 製 造 さ れ る お む つ で は 、 お む つ を 着 用 し た と き の 肌 触 り が 布
様 の も の に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 第 １ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 帯 状 材 料 は 、 不 織 布 と 前
記 不 織 布 に 伸 張 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い る 糸 ゴ ム と で 形 成 さ れ て い る 。 こ の 態 様 の 製 造 方
法 に よ れ ば 、 弾 性 的 に 伸 長 収 縮 す る 防 漏 用 カ フ を 容 易 に 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 第 １ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 １ 機 械 方 向 お よ び 前 記
第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 横 方 向 に 一 致 し 、 前 記 第 ４ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性
シ ー ト の 前 記 縦 方 向 に 一 致 し て お り 、 前 記 第 １ 複 合 体 を ９ ０ ° 回 転 さ せ て か ら 前 記 第 １ 不
透 液 性 シ ー ト に 載 せ る 。 こ の 態 様 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 お む つ の 横 方 向 が 第 １ 機 械 方 向 と
第 ２ 機 械 方 向 と に 一 致 し て い る か ら 、 お む つ に 対 し て そ の 横 方 向 へ 連 続 し て 延 び る 弾 性 部
材 の 取 り 付 け が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 （ ６ ） の 工 程 の 後 に 、 前 記 （ ７ ） の
工 程 に お い て 前 記 第 １ 連 続 体 に 重 ね 合 わ せ る 前 記 第 ２ 連 続 体 の 部 位 の 一 部 分 を 前 記 第 ２ 透
液 性 シ ー ト ど う し が 重 な り 合 う よ う に 前 記 第 ２ 機 械 方 向 に 平 行 す る 折 曲 線 に 沿 っ て 折 り 返
し て 前 記 第 ２ 連 続 体 に お け る 前 記 第 ２ 不 織 布 を 前 記 カ フ 連 続 体 と 向 か い 合 わ せ 、 前 記 （ １
３ ） の 工 程 で は 前 記 カ フ 連 続 体 の 第 ２ 側 縁 部 の 一 部 分 を 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト に 代 え て 前
記 第 ２ 不 織 布 に 対 し て 接 合 す る 。 こ の 態 様 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 カ フ 連 続 体 を 第 ２ 芯 材 を
サ ン ド ウ ィ ッ チ し て い る 第 ２ 透 液 性 シ ー ト と 第 ２ 不 織 布 と の う ち の 第 ２ 不 織 布 に 接 合 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 第 １ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 １ 機 械 方 向 お よ び 前 記
第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 縦 方 向 に 一 致 し て お り 、 前 記 第 １ 複 合 体 を ９ ０ ° 回
転 さ せ て か ら 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 載 せ る 。 こ の 態 様 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 お む つ の
縦 方 向 が 第 １ 機 械 方 向 と 第 ２ 機 械 方 向 と に 一 致 し て い る か ら 、 お む つ の 製 造 ラ イ ン に お い
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て 第 １ 不 織 布 と 第 ２ 不 織 布 と を 上 下 に 並 べ て 供 給 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ の 製 造 ラ イ ン
に お け る 幅 方 向 の ス ペ ー ス を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ７ に 係 る 第 １ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 １ 機 械 方 向 が 前 記 不 透
液 性 シ ー ト の 縦 方 向 に 一 致 し 、 前 記 第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 横 方 向 に 一 致 し
て お り 、 前 記 第 １ 連 続 体 を 分 断 し て 得 ら れ る 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 と 前 記 第 ２ 連 続 体 を 分 断
し て 得 ら れ る 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 と の い ず れ か を ９ ０ ° 回 転 さ せ る 工 程 が 含 ま れ る 。 こ の
態 様 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 ２ 不 織 布 に 対 し て お む つ の 横 方 向 へ 延 び る 弾 性 部 材 を 連 続 的
に 供 給 し て 取 り 付 け る こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ８ に 係 る 第 １ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 １ 連 続 体 お よ び 前 記 第
２ 連 続 体 の い ず れ か に 、 前 記 股 下 域 に お い て 前 記 お む つ の 幅 を 縮 め て 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部
と 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 と を 離 間 さ せ る こ と が 可 能 な 帯 状 弾 性 材 料 か ら な る ス ペ ー サ 連 続 体
を 伸 張 状 態 で 取 り 付 け て 、 前 記 ス ペ ー サ 連 続 体 か ら 第 ２ の 前 記 離 間 さ せ る 手 段 を 形 成 す る
工 程 が 含 ま れ る 。 こ の 態 様 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 第 １ 体 液 吸 収 部 か ら 離
間 さ せ る た め の 手 段 と し て 、 カ フ 連 続 体 の 他 に 、 お む つ の 幅 を 縮 め る よ う に 作 用 す る ス ペ
ー サ 連 続 体 の 取 り 付 け が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 連 続 的 製 造 方 法 の 一 つ で あ る 請 求 項 ９ に 係 る 前 記 第 ２ 発 明 が 特 徴 と す る と こ ろ は 、
下 記 工 程 が 含 ま れ る こ と に あ る 。
（ １ ） 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 を 形 成 す る た め の 第 １ 不 織 布 を 第 １ 機 械 方 向 へ 連 続 的 に 供 給 す
る 工 程
（ ２ ） 前 記 第 １ 不 織 布 が 内 面 と 外 面 と を 有 し 、 前 記 内 面 に 前 記 第 １ 機 械 方 向 に お い て 間 欠
的 に 体 液 吸 収 性 の 第 １ 芯 材 を 配 置 す る 工 程
（ ３ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 へ 第 １ 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前 記 第 １ 透 液 性 シ ー ト と
前 記 第 １ 不 織 布 と で 前 記 第 １ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ ッ チ し て 、 複 数 の 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 が 前
記 第 １ 機 械 方 向 へ つ な が っ た 状 態 に あ る 第 １ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ４ ） 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 形 成 す る た め の 第 ２ 不 織 布 を 第 ２ 機 械 方 向 へ 連 続 的 に 供 給 す
る 工 程
（ ５ ） 前 記 第 ２ 不 織 布 が 内 面 と 外 面 と を 有 し 、 前 記 内 面 に 前 記 第 ２ 機 械 方 向 に お い て 間 欠
的 に 体 液 吸 収 性 の 第 ２ 芯 材 を 配 置 す る 工 程
（ ６ ） 前 記 第 ２ 機 械 方 向 へ 第 ２ 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト と
前 記 第 ２ 不 織 布 と で 前 記 第 ２ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ ッ チ し て 、 複 数 の 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 が 前
記 第 ２ 機 械 方 向 へ つ な が っ た 状 態 に あ る 第 ２ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ ７ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 お よ び 前 記 第 ２ 機 械 方 向 の い ず れ か に 帯 状 弾 性 材 料 か ら な る ス ペ
ー サ 連 続 体 を 伸 張 状 態 で 供 給 し て 、 前 記 第 １ 連 続 体 に お け る 前 記 第 １ 芯 材 お よ び 前 記 第 ２
連 続 体 に お け る 前 記 第 ２ 芯 材 の い ず れ か を ま た が せ て 前 記 第 １ 連 続 体 に お け る 前 記 第 １ 透
液 性 シ ー ト お よ び 前 記 第 ２ 連 続 体 に お け る 前 記 第 ２ 不 織 布 の い ず れ か に 対 し て 接 合 し て 、
第 ２ の 前 記 離 間 さ せ る 手 段 を 形 成 す る 工 程
（ ８ ） 前 記 第 １ 機 械 方 向 と 前 記 第 ２ 機 械 方 向 と の 延 長 上 に あ る 第 ３ 機 械 方 向 に 向 か っ て 前
記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と を 前 記 第 １ 透 液 性 シ ー ト と 前 記 第 ２ 不 織 布 と が 向 か い 合
う 態 様 で 合 流 さ せ る と と も に 、 前 記 第 ３ 機 械 方 向 に お い て の 前 記 第 １ 芯 材 と 前 記 第 ２ 芯 材
と の 位 置 を 一 致 さ せ 、 か つ 前 記 第 ３ 機 械 方 向 に 対 す る 交 差 方 向 に お い て 前 記 第 １ 連 続 体 と
前 記 第 ２ 連 続 体 と を 部 分 的 に 重 ね 合 わ せ る 工 程
（ ９ ） 前 記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と の 重 ね 合 わ せ た 部 分 を 前 記 第 ２ 芯 材 の 前 記 第 ３
機 械 方 向 に お け る 側 縁 部 の 近 傍 で 互 い に 接 合 し て 前 記 第 １ 連 続 体 と 前 記 第 ２ 連 続 体 と か ら
な る 第 ３ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ １ ０ ） 前 記 第 ３ 連 続 体 を 前 記 交 差 方 向 へ 延 び る 切 断 線 に よ っ て 逐 次 分 断 し て 、 前 記 第 １
芯 材 と 前 記 第 ２ 芯 材 と を １ 個 ず つ 含 み 互 い に 隣 接 す る 一 対 の 前 記 切 断 線 に よ っ て 互 い に 平
行 す る 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 と が 画 成 さ れ た 複 数 の 第 １ 複 合 体 を 形 成 す る 工 程
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（ １ １ ） 第 ４ 機 械 方 向 へ 内 面 と 外 面 と を 有 す る 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト を 連 続 的 に 供 給 し 、 前
記 第 １ 複 合 体 の １ 個 ず つ を 前 記 第 １ 不 織 布 と 前 記 第 ２ 不 織 布 と が 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト
の 前 記 内 面 と 向 か い 合 う よ う に 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト に 載 せ て 前 記 第 １ 複 合 体 の 周 縁 部
分 を 前 記 不 透 液 性 シ ー ト に 接 合 し て 第 ４ 連 続 体 を 形 成 す る 工 程
（ １ ２ ） 前 記 （ １ １ ） の 工 程 以 降 に お い て 、 前 記 第 ４ 連 続 体 を 互 い に 隣 接 す る 前 記 第 １ 複
合 体 ど う し の 間 で 切 断 し て 個 別 の 前 記 お む つ お よ び 前 記 お む つ の 前 駆 体 の い ず れ か を 形 成
す る 工 程
【 ０ ０ １ ６ 】
　 か よ う な 第 ２ 発 明 に よ れ ば 、 帯 状 弾 性 材 料 か ら な る ス ペ ー サ 連 続 体 を 伸 張 状 態 で 第 １ 芯
材 お よ び 第 ２ 芯 材 の い ず れ か を ま た が ら せ て 第 １ 連 続 体 お よ び 第 ２ 連 続 体 の い ず れ か に 接
合 す る 工 程 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 ス ペ ー サ 連 続 体 か ら お む つ に お け る 第 １ 、 第 ２ 体 液
吸 収 部 を 互 い に 離 間 さ せ る た め の 第 ２ の 手 段 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ ０ に 係 る 第 ２ 発 明 の 実 施 態 様 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト が 不 透
液 性 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム と 前 記 フ ィ ル ム の 内 外 面 の 少 な く と も 一 方 に 積 層 さ れ た 不 織
布 と か ら な る 。 か よ う な 態 様 で 製 造 さ れ る お む つ で は 、 お む つ を 着 用 し た と き の 肌 触 り が
布 様 の も の に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 １ １ に 係 る 第 ２ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 １ 機 方 向 お よ び 前 記
第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 横 方 向 に 一 致 し 、 前 記 第 ４ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性
シ ー ト の 前 記 縦 方 向 に 一 致 し て お り 、 前 記 第 １ 複 合 体 を ９ ０ ° 回 転 さ せ て か ら 前 記 第 １ 不
透 液 性 シ ー ト に 載 せ る 。 こ の 態 様 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 お む つ の 横 方 向 が 第 １ 機 械 方 向 と
第 ２ 機 械 方 向 と に 一 致 し て い る か ら 、 お む つ に 対 し て そ の 横 方 向 へ 連 続 し て 延 び る 弾 性 部
材 の 取 り 付 け が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ ２ に 係 る 第 ２ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 １ 機 械 方 向 お よ び 前
記 第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 縦 方 向 に 一 致 し て い る 。 こ の 態 様 の 製 造 方 法 に よ
れ ば 、 お む つ の 縦 方 向 が 第 １ 機 械 方 向 と 第 ２ 機 械 方 向 と に 一 致 し て い る か ら 、 お む つ の 製
造 ラ イ ン に お い て 第 １ 不 織 布 と 第 ２ 不 織 布 と を 上 下 に 並 べ て 供 給 す る こ と が 可 能 で あ り 、
そ の 製 造 ラ イ ン に お け る 幅 方 向 の ス ペ ー ス を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ３ に 係 る 第 ２ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 １ 機 械 方 向 が 前 記 不
透 液 性 シ ー ト の 縦 方 向 に 一 致 し 、 前 記 第 ２ 機 械 方 向 が 前 記 不 透 液 性 シ ー ト の 横 方 向 に 一 致
し て お り 、 前 記 第 １ 連 続 体 を 分 断 し て 得 ら れ る 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 お よ び 前 記 第 ２ 連 続 体
を 分 断 し て 得 ら れ る 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 の い ず れ か を ９ ０ ° 回 転 さ せ る 工 程 が 含 ま れ る 。
こ の 態 様 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 ２ 不 織 布 に 対 し て お む つ の 横 方 向 へ 延 び る 弾 性 部 材 を 連
続 的 に 供 給 し て 取 り 付 け る こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 １ ４ に 係 る 第 ２ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 ４ 連 続 体 に 対 し て 、
互 い に 平 行 し て 延 び る 第 １ 側 縁 部 と 第 ２ 側 縁 部 と を 有 し 、 前 記 第 ２ 側 縁 部 が そ の 延 び る 方
向 に 弾 性 的 に 伸 長 収 縮 可 能 な 帯 状 材 料 か ら な る 一 対 の 防 漏 用 カ フ 連 続 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第
１ 側 縁 部 を 、 前 記 第 ２ 側 縁 部 の 伸 張 状 態 下 に 、 前 記 第 ４ 連 続 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 前 記
第 １ 複 合 体 の 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 そ れ ぞ れ の 近 傍 で 接 合 す る 工 程 が 含 ま れ る 。 こ
の 態 様 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 カ フ 連 続 体 を 第 ４ 機 械 方 向 へ 直 線 的 に 供 給 し な が ら 第 ４ 機 械
方 向 へ 走 行 す る 第 ４ 連 続 体 へ 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 １ ５ に 係 る 第 ２ 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 つ に お い て 、 前 記 第 ２ 芯 材 を サ ン ド ウ ィ
ッ チ し て い る 前 記 第 ２ 透 液 性 シ ー ト お よ び 前 記 第 ２ 不 織 布 の い ず れ か に 対 し て 前 記 カ フ 連
続 体 の 一 部 分 を 接 合 す る 工 程 が 含 ま れ る 。 こ の 態 様 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 防 漏 用 カ フ を お
む つ の 第 １ 体 液 吸 収 部 と 第 ２ 体 液 吸 収 部 と を 離 間 さ せ る た め の 手 段 と し て 追 加 す る こ と が
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で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 連 続 的 製 造 方 法 の 一 つ で あ る 請 求 項 １ ６ に 係 る 前 記 第 ３ 発 明 が 特 徴 と す る と こ ろ は
、 下 記 工 程 が 含 ま れ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 胴 周 り 域 と 後 胴 周 り 域 と こ れ ら 両 域 間 に 位 置 す る 股 下 域 と か ら な り 互 い に 直 交 す る 縦
方 向 と 横 方 向 と 厚 さ 方 向 と を 有 す る 不 透 液 性 シ ー ト が 第 １ 内 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 １ 外
面 と を 有 し 、 前 記 第 １ 内 面 の 側 に は 、 前 記 第 １ 内 面 と 向 か い 合 う 第 ２ 外 面 と そ の 反 対 面 で
あ る 第 ２ 内 面 と を 有 し 前 記 縦 方 向 に お い て 前 記 前 後 胴 周 り 域 と 股 下 域 と の う ち の 少 な く と
も 前 記 後 胴 周 り 域 と 前 記 股 下 域 と に 広 が る パ ネ ル 状 の 第 １ 体 液 吸 収 部 と 、 前 記 第 ２ 内 面 の
少 な く と も 一 部 分 と 向 か い 合 う 第 ３ 外 面 と そ の 反 対 面 で あ る 第 ３ 内 面 と を 有 し 前 記 縦 方 向
に お い て 前 記 前 胴 周 り 域 と 前 記 股 下 域 と に 広 が り 前 記 後 胴 周 り 域 に ま で は 広 が る こ と が な
く 前 記 股 下 域 で は 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の 第 ２ 内 面 に 重 な る パ ネ ル 状 の 第 ２ 体 液 吸 収 部 と が
形 成 さ れ 、 前 記 股 下 域 に お い て 、 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 は 前 記 横 方 向 に 位 置 す る 縁 部 そ れ ぞ
れ に お い て 前 記 不 透 液 性 シ ー ト お よ び 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 の い ず れ か に 接 合 す る 一 方 、 前
記 両 縁 部 間 の 部 位 が 前 記 厚 さ 方 向 に お い て 前 記 第 １ 体 液 吸 収 部 か ら 離 間 可 能 に 形 成 さ れ て
い る 使 い 捨 て お む つ に 、 下 記 工 程 を 含 む 製 造 工 程 を 経 て 前 記 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 前 記 第 １ 体
液 吸 収 部 か ら 離 間 さ せ る 手 段 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 か よ う な 第 ３ 発 明 に よ れ ば 、 お む つ の 製 造 工 程 に お い て 、 防 漏 カ フ 用 部 材 の 内 側 縁 部 の
一 部 分 を 第 ２ 体 液 吸 収 部 の 一 部 分 に 対 し て 接 合 す る 工 程 、 な ら び に 帯 状 弾 性 ス ペ ー サ を 第
１ 体 液 吸 収 部 お よ び 第 ２ 体 液 吸 収 部 の 少 な く と も 一 方 の 縁 部 に 取 り 付 け る 工 程 の う ち の 少
な く と も 一 方 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ 体 液 吸 収 部 を 第 １ 体 液 吸 収 部 か ら 離 間 さ せ る
第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 手 段 の 形 成 が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に 係 る 使 い 捨 て お む つ の 連 続 的 製 造 方 法 の 詳 細 を 説 明
す る と 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 に 係 る 製 造 方 法 に よ っ て 得 ら れ た 使 い 捨 て お む つ １ の 斜 視 図 で あ る 。
お む つ １ は 、 お む つ 着 用 者 の 肌 と 向 か い 合 う 内 面 １ ａ と 、 そ の 反 対 面 で あ る 外 面 １ ｂ と を
有 し 、 互 い に 直 交 す る 縦 方 向 と 横 方 向 と 厚 さ 方 向 と が 双 頭 矢 印 Ａ ， Ｂ ， Ｃ で 示 さ れ て い る
。 そ の 縦 方 向 Ａ は 、 お む つ １ の 前 後 方 向 で も あ り 、 横 方 向 Ｂ は お む つ １ の 幅 方 向 で も あ る
。 お む つ １ に お い て 、 縦 方 向 Ａ に 長 い 矩 形 を 呈 す る パ ネ ル 状 部 ２ は 、 前 胴 周 り 域 ３ と 、 後
胴 周 り 域 ４ と 、 こ れ ら 両 域 ３ ， ４ 間 に 介 在 す る 股 下 域 ５ と か ら な り 、 縦 方 向 Ａ に 平 行 し て
延 び る 一 対 の 縦 方 向 縁 部 ６ と 、 横 方 向 Ｂ へ 平 行 し て 延 び る 一 対 の 横 方 向 縁 部 ７ と を 有 す る
。 パ ネ ル 状 部 ２ は ま た 、 不 透 液 性 の 裏 打 ち シ ー ト １ ０ を 有 し 、 そ の 裏 打 ち シ ー ト １ ０ の 内
面 側 に は 体 液 吸 収 性 の 第 １ パ ネ ル １ １ と 第 ２ パ ネ ル １ ２ と が 設 け ら れ 、 こ れ ら 両 パ ネ ル １
１ ， １ ２ が パ ネ ル 状 部 ２ の 縁 部 ６ の そ れ ぞ れ に 沿 っ て 縦 方 向 へ 延 び る 防 漏 カ フ １ ３ に よ っ
て 部 分 的 に 覆 わ れ て い る 。 防 漏 カ フ １ ３ は 、 前 端 縁 部 １ ６ と 、 後 端 縁 部 １ ７ と 、 内 側 縁 部
１ ８ と 、 外 側 縁 部 １ ９ と を 有 し 、 前 後 端 縁 部 １ ６ ， １ ７ と 外 側 縁 部 １ ９ と が 裏 打 ち シ ー ト
１ ０ に 接 合 し て い る 。 内 側 縁 部 １ ８ に は 弾 性 部 材 ２ １ が 伸 張 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い る 。
ま た 、 パ ネ ル 状 部 ２ で は 、 後 胴 周 り 域 ４ に 横 方 向 Ｂ へ 延 び る 胴 周 り 弾 性 部 材 ２ ０ が 伸 張 状
態 で 取 り 付 け ら れ て お り 、 縁 部 ６ の 近 傍 に は 脚 周 り 弾 性 部 材 ２ ７ が 伸 張 状 態 で 取 り 付 け ら
れ て い る 。 た だ し 、 図 示 の パ ネ ル 状 部 ２ は 、 こ れ ら 弾 性 部 材 ２ ０ ， ２ １ ， ２ ７ が 収 縮 し た
状 態 に あ っ て 、 お む つ １ の 外 面 １ ｂ が 凸 と な る よ う に 、 縦 方 向 Ａ に お い て 湾 曲 し て い る 。
か よ う な パ ネ ル 状 部 ２ の 前 胴 周 り 域 ３ は 、 横 方 向 Ｂ へ 延 び る 一 対 の 前 方 翼 部 ２ ３ を 有 し 、
後 胴 周 り 域 ４ は 横 方 向 Ｂ へ 延 び る 一 対 の 後 方 翼 部 ２ ４ を 有 す る 。 後 方 翼 部 ２ ４ の 内 面 は 、
前 胴 周 り 域 ３ の 外 面 ま た は 前 方 翼 部 ２ ３ の 外 面 の 所 要 部 位 に 対 し て 剥 離 可 能 に 止 着 で き る
フ ァ ス ナ ２ ６ を 有 す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図 で あ っ て 、 お む つ １ は 縦 方 向 Ａ に お い て 湾 曲 し た 状
態 に あ る 。 パ ネ ル 状 部 ２ に お い て 、 裏 打 ち シ ー ト １ ０ は 、 不 透 液 性 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル
ム か ら な る 内 面 シ ー ト １ ０ ａ と 不 織 布 か ら な る 外 面 シ ー ト １ ０ ｂ と を ラ ミ ネ ー ト す る こ と
に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 胴 周 り 弾 性 部 材 ２ ０ は 、 こ れ ら 両 シ ー ト １ ０ ａ ， １ ０ ｂ の 間 に
あ っ て 少 な く と も 一 方 の シ ー ト に 接 合 し て い る 。 第 １ パ ネ ル １ １ は 、 パ ネ ル 状 部 ２ に お け
る 前 後 胴 周 り 域 ３ ， ４ と 股 下 域 ５ と の う ち の 少 な く と も 後 胴 周 り 域 ３ と 股 下 域 ５ と に 広 が
っ て い る も の で 、 図 示 例 の 第 １ パ ネ ル １ １ は 前 胴 周 り 域 ３ 寄 り に 位 置 す る 前 方 部 分 ３ ８ と
、 後 胴 周 り 域 ４ 寄 り に 位 置 す る 後 方 部 分 ３ ９ と を 有 す る 。 か よ う な 第 １ パ ネ ル １ １ は 、 不
織 布 、 好 ま し く は 不 透 液 性 の 不 織 布 か ら な る 第 １ 外 面 シ ー ト ３ １ と 、 透 液 性 不 織 布 か ら な
る 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ と 、 こ れ ら 両 シ ー ト ３ １ ， ３ ２ 間 に 介 在 す る 体 液 吸 収 性 の 第 １ 芯 材
３ ３ と で 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 芯 材 ３ ３ は 、 粉 砕 パ ル プ や 高 吸 水 性 ポ リ マ ー 粒 子 等 の 体 液
吸 収 性 材 料 の 集 合 体 で あ っ て 、 好 ま し く は 、 第 １ 外 面 シ ー ト ３ １ と 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ と
に 接 す る 面 の う ち の 少 な く と も 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ と 接 す る 面 が テ ィ シ ュ ー ペ ー パ 等 か ら
な る 透 液 性 で 体 液 拡 散 性 の 第 １ 拡 散 性 シ ー ト ３ ４ で 覆 わ れ て い る 。 た だ し 、 図 示 例 の 第 １
芯 材 ３ ３ は 、 前 方 部 分 ３ ３ ａ と 後 方 部 分 ３ ３ ｂ と に 分 か れ て お り 、 こ れ ら 両 部 分 ３ ３ ａ ，
３ ３ ｂ の 間 に は 、 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ と 第 １ 拡 散 性 シ ー ト ３ ４ と が 湾 曲 し て 第 １ 外 面 シ ー
ト ３ １ に 重 な る こ と に よ っ て 、 第 １ パ ネ ル １ １ に 凹 部 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 ３
６ が 、 図 １ で は ほ ぼ Ｔ 字 型 を 画 く 鎖 線 ３ ７ に よ っ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 パ ネ ル 状 部 ２ の う ち の 第 ２ パ ネ ル １ ２ は 、 不 織 布 、 好 ま し く は 透 液 性 の 不 織 布 か ら な る
第 ２ 外 面 シ ー ト ４ １ と 、 透 液 性 の 不 織 布 か ら な る 第 ２ 内 面 シ ー ト ４ ２ と 、 こ れ ら 両 シ ー ト
４ １ ， ４ ２ 間 に 介 在 す る 体 液 吸 収 性 の 第 ２ 芯 材 ４ ３ と で 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 芯 材 ４ ３ は
、 粉 砕 パ ル プ や 高 吸 水 性 ポ リ マ ー 粒 子 等 の 体 液 吸 収 性 材 料 の 集 合 体 で あ っ て 、 好 ま し く は
、 第 ２ 外 面 シ ー ト ４ １ と 第 ２ 内 面 シ ー ト ４ ２ と に 接 す る 面 の う ち の 少 な く と も 第 ２ 内 面 シ
ー ト ４ ２ と 接 す る 面 が テ ィ シ ュ ー ペ ー パ 等 か ら な る 透 液 性 で 体 液 拡 散 性 の 第 ２ 拡 散 性 シ ー
ト ４ ４ で 覆 わ れ て い る 。 か よ う な 第 ２ パ ネ ル １ ２ は 、 前 胴 周 り 域 ３ と 股 下 域 ５ の 一 部 分 と
に 広 が っ て い て 、 後 胴 周 り 域 ４ に ま で は 広 が る こ と の な い も の で 、 前 胴 周 り 域 ３ に 位 置 す
る 前 方 部 分 ４ ６ と 、 股 下 域 ５ に 位 置 す る 後 方 部 分 ４ ７ と を 有 す る 。 前 方 部 分 ４ ６ は 、 接 着
剤 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 裏 打 ち シ ー ト １ ０ に 接 合 し て い る 。 後 方 部 分 ４ ７ は 、 股 下 域 ５ に
お い て 第 １ パ ネ ル １ １ と 離 間 可 能 に 重 な り 合 う よ う に 形 成 さ れ て い る 部 分 で あ っ て 、 図 で
は そ の 後 方 部 分 ４ ７ が 図 の 上 方 へ 隆 起 す る よ う に 変 形 し て 、 第 １ パ ネ ル １ １ か ら 離 間 し て
い る 。 好 ま し い お む つ １ で は 、 後 方 部 分 ４ ７ に お け る 後 端 ４ ７ ａ （ 図 １ を 併 せ て 参 照 ） が
お む つ １ の 縦 方 向 Ａ の 寸 法 を 二 等 分 す る 中 心 線 Ｐ と 、 中 心 線 Ｐ か ら パ ネ ル 状 部 ２ の 前 方 の
縁 部 ７ ま で の 寸 法 を 二 等 分 す る 線 Ｑ と の 間 に 位 置 し て い る 。 互 い に 離 間 し て い る 第 １ パ ネ
ル １ １ の 前 方 部 分 ３ ８ と 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 後 方 部 分 ４ ７ と の 間 に は 、 ス ペ ー サ ５ １ が 介 在
し て い る 。 ス ペ ー サ ５ １ は 、 少 な く と も 一 条 の 糸 ゴ ム ５ ２ を 伸 張 状 態 下 に 不 織 布 ５ ３ で 被
覆 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 帯 状 の も の で 、 お む つ １ に 対 し て 横 方 向 Ｂ へ 伸 張 し た 状
態 で 取 り 付 け ら れ て い る が 、 図 で は そ の 糸 ゴ ム ５ ２ が 収 縮 し た 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 か よ う な お む つ １ で は 、 股 下 域 ５ に お い て 、 中 心 線 Ｐ よ り も 前 胴 周 り 域 ３ 寄 り で 隆 起 し
て い る 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 後 方 部 分 ４ ７ が お む つ １ を 前 後 に 二 分 す る 壁 を 形 成 す る と と も に
、 第 １ パ ネ ル １ １ の 前 方 部 分 ３ ８ と の 間 に 後 胴 周 り 域 ５ に 向 か っ て 開 口 す る ポ ケ ッ ト ５ ６
を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 断 面 図 で あ る 。 そ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 は 、 中 心 線 Ｐ よ
り も 前 胴 周 り 域 ３ 寄 り に 位 置 し 、 第 １ パ ネ ル １ １ と 第 ２ パ ネ ル １ ２ と を 横 断 し て い る 。 パ
ネ ル 状 部 ２ の 縁 部 ６ そ れ ぞ れ の 近 傍 で は 、 脚 周 り 弾 性 部 材 ２ ７ が 外 面 シ ー ト １ ０ ａ と 内 面
シ ー ト １ ０ ｂ と の 間 に あ っ て 、 こ れ ら シ ー ト １ ０ ａ ， １ ０ ｂ の 少 な く と も 一 方 に 接 合 し て
い る 。 第 １ パ ネ ル １ １ の 両 側 に お け る 縁 部 １ １ ａ の そ れ ぞ れ で は 、 第 １ 外 面 シ ー ト ３ １ と
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、 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ と 、 第 １ 拡 散 性 シ ー ト ３ ４ と が 第 １ 芯 材 ３ ３ か ら 側 方 へ 延 出 し て 接
着 ま た は 溶 着 に よ り 互 い に 接 合 す る と と も に 、 内 面 シ ー ト １ ０ ｂ に 接 合 し て い る 。 第 ２ パ
ネ ル １ ２ の 両 側 に お け る 縁 部 １ ２ ａ で は 、 第 ２ 外 面 シ ー ト ４ １ と 、 第 ２ 内 面 シ ー ト ４ ２ と
、 第 ２ 拡 散 性 シ ー ト ４ ４ と が 第 ２ 芯 材 ４ ３ か ら 側 方 へ 延 出 し て 接 着 ま た は 溶 着 に よ り 互 い
に 接 合 す る と と も に 、 第 １ パ ネ ル １ １ の 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ に 接 合 し て い る 。 ス ペ ー サ ５
１ は 、 第 １ 芯 材 ３ ３ と 第 ２ 芯 材 ４ ３ と を ま た ぐ よ う に 第 １ パ ネ ル １ １ の 縁 部 １ １ ａ と １ １
ａ と の 間 、 お よ び 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 縁 部 １ ２ ａ と １ ２ ａ と の 間 に 延 び て お り 、 こ れ ら 芯 材
４ ３ の 側 縁 部 ４ ３ ａ 近 傍 で 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ お よ び ／ ま た は 第 ２ 外 面 シ ー ト ４ １ に 接 着
ま た は 溶 着 に よ り 接 合 し て い る 。 防 漏 カ フ １ ３ は 、 外 側 縁 部 １ ９ が 第 １ パ ネ ル １ １ の 縁 部
１ １ ａ と 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 縁 部 １ ２ ａ の 外 側 で 内 面 シ ー ト １ ０ ａ に 接 着 ま た は 溶 着 に よ り
接 合 し 、 内 側 縁 部 １ ８ が 第 １ パ ネ ル １ １ と 第 ２ パ ネ ル １ ２ と の 一 部 分 を 覆 っ て い る （ 図 １
参 照 ） 。 内 側 縁 部 １ ８ は ま た 、 弾 性 部 材 ２ １ の 近 傍 に 鎖 線 で 示 し た 部 分 ６ １ が 接 着 剤 ６ ０
を 介 し て 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 第 ２ 内 面 シ ー ト ４ ２ に 接 合 し て い る 。 弾 性 部 材 ２ １ と 部 分 ６ １
と の 間 の 部 分 ６ ２ は 、 弾 性 部 材 ２ １ が 収 縮 し て い る こ と に よ っ て 、 第 ２ 内 面 シ ー ト ４ ２ の
上 方 に 向 か っ て 起 立 し て い る 。 か よ う に 形 成 さ れ て い る 一 対 の 防 漏 カ フ １ ３ の 間 で は 、 内
側 縁 部 １ ８ ど う し が 寸 法 Ｗ だ け 離 間 し て 、 両 内 側 縁 部 １ ８ の 間 に 第 １ パ ネ ル １ １ の 一 部 分
と 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 一 部 分 と が 現 れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。 新 生 児 用 お む つ や 乳 幼 児 用 お む
つ に お い て 、 こ の 寸 法 Ｗ は 、 ２ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ は 、 お む つ １ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ を 下 か ら 上 へ と 追 う と 、 図 の 一 番 下 に は 、
裏 打 ち シ ー ト １ ０ を 形 成 す る 内 面 シ ー ト １ ０ ａ と 外 面 シ ー ト １ ０ ｂ と が 積 層 さ れ る 前 の 状
態 で 示 さ れ て い る 。 内 面 シ ー ト １ ０ ａ に は 一 対 の 前 方 翼 部 ２ ３ と 一 対 の 後 方 翼 部 ２ ４ と が
取 り 付 け ら れ て い る 。 内 面 シ ー ト １ ０ ａ の 上 方 に は 、 第 １ パ ネ ル １ １ を 形 成 す る 第 １ 外 面
シ ー ト ３ １ と 、 第 １ 芯 材 ３ ３ と 、 第 １ 拡 散 性 シ ー ト ３ ４ と 、 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ と が 示 さ
れ て い る 。 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ の 上 方 に は 、 ス ペ ー サ ５ １ が 示 さ れ て い る 。 ス ペ ー サ ５ １
の 上 方 に は 、 第 ２ パ ネ ル １ ２ を 形 成 す る 第 ２ 外 面 シ ー ト ４ １ と 、 第 ２ 芯 材 ４ ３ と 、 第 ２ 拡
散 性 シ ー ト ４ ４ と 、 第 ２ 内 面 シ ー ト ４ ２ と が 示 さ れ て い る 。 第 ２ 内 面 シ ー ト ４ ２ の 上 方 に
は 、 一 対 の 防 漏 カ フ １ ３ が 示 さ れ て い る 。 図 に お い て 、 第 １ 外 面 シ ー ト ３ １ と 第 ２ 外 面 シ
ー ト ４ １ と に 示 さ れ て い る 仮 想 線 は 、 お む つ １ の 製 造 過 程 に お い て 、 こ れ ら シ ー ト ３ １ ，
４ １ を 折 曲 す る と き の 折 曲 案 内 線 を 示 し て い る 。 第 １ 芯 材 ３ ３ に お け る 部 位 ６ ６ で は 、 芯
材 が 欠 如 し て お り 、 こ の 部 位 ６ ６ に 図 ２ に お い て 凹 部 ３ ６ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ 芯 材
４ ３ に お け る 一 対 の 弧 状 部 位 ６ ７ も ま た 、 芯 材 が 欠 如 し て い る 部 位 で あ っ て 、 お む つ １ を
着 用 し た と き に 、 第 ２ パ ネ ル １ ２ が お む つ 着 用 者 の 脚 周 り に 沿 っ て 変 形 す る こ と を 容 易 に
す る 。 か か る 部 位 ６ ７ は 、 図 ３ に も 現 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 形 成 さ れ た お む つ １ は 、 そ れ が 着 用 さ れ て 縦 方 向 Ａ に お い て 湾 曲 す る と 、 防
漏 カ フ １ ３ の 内 側 縁 部 １ ８ が 弾 性 部 材 ２ １ の 収 縮 に よ っ て お む つ １ の 内 側 （ 図 １ に お け る
上 方 ） へ 向 か っ て 、 即 ち 裏 打 ち シ ー ト １ ０ の 外 面 か ら 内 面 へ 向 か う 方 向 に 起 立 す る よ う に
動 き 、 そ の 防 漏 カ フ １ ３ に 部 位 ６ １ で 接 合 し て い る 第 ２ パ ネ ル １ ２ は 、 中 心 線 Ｐ の 近 傍 が
隆 起 す る よ う に 変 形 し て 第 １ パ ネ ル １ １ か ら 離 間 し 、 ポ ケ ッ ト ５ ６ を 大 き く 開 口 さ せ る 。
こ の よ う に 作 用 す る 防 漏 カ フ １ ３ は 、 こ の 発 明 に お い て 、 第 １ パ ネ ル １ １ と 第 ２ パ ネ ル １
２ と を 離 間 さ せ る た め の 第 １ の 手 段 で あ る 。 ま た 、 お む つ １ の 横 方 向 Ｂ に お い て は 、 ポ ケ
ッ ト ５ ６ の 開 口 の 近 傍 で ス ペ ー サ ５ １ が 弾 性 的 に 収 縮 す る と 、 図 ３ に 例 示 さ れ て い る よ う
に 、 第 １ パ ネ ル １ １ が お む つ １ の 外 側 （ 図 １ に お け る 下 方 ） に 向 か っ て 凸 と な り 、 第 ２ パ
ネ ル １ ２ が お む つ １ の 内 側 に 向 か っ て 凸 と な る よ う に 変 形 し て 、 ス ペ ー サ ５ １ が 存 在 し な
い 場 合 に 比 べ て 、 ポ ケ ッ ト ５ ６ が 大 き く 開 口 す る 。 こ の よ う に 作 用 す る ス ペ ー サ ５ １ は 、
こ の 発 明 に お い て 、 第 １ パ ネ ル １ １ と 第 ２ パ ネ ル と を 離 間 さ せ る た め の 第 ２ の 手 段 で あ る
。 お む つ １ の 内 側 に 向 か っ て 隆 起 す る よ う に 変 形 し た 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 後 方 部 分 ４ ７ は 、
後 端 ４ ７ ａ が 線 Ｐ と 線 Ｑ と の 間 に あ る こ と に よ っ て 、 お む つ 着 用 者 の 性 器 と 肛 門 と の 間 に
位 置 す る こ と が 可 能 に な る 。 か か る 後 方 部 分 ４ ７ は 、 例 え ば 後 胴 周 り 域 ４ ま た は 股 下 域 ５
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か ら 前 胴 周 り 域 ３ に 向 か っ て 流 れ る 軟 便 を 止 め て ポ ケ ッ ト ５ ６ へ 進 入 さ せ た り 、 前 胴 周 り
域 ３ ま た は 股 下 域 ５ か ら 後 胴 周 り 域 ４ に 向 か っ て 流 れ る 尿 を 止 め た り す る こ と が で き る 。
し た が っ て ま た 、 軟 便 と 尿 と が 股 下 域 ５ に お い て ま ざ り 合 っ て 、 お む つ 着 用 者 の 肌 を 汚 す
と い う こ と も 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 た だ し 、 お む つ １ に お い て 、 こ の よ う に 第 ２ パ ネ ル １ ２ を 第 １ パ ネ ル １ １ か ら 離 間 さ せ
る た め の 手 段 は 、 防 漏 カ フ １ ３ を 第 ２ パ ネ ル １ ２ に 部 位 ６ １ で 接 合 す る こ と と 、 ス ペ ー サ
５ １ を 設 け る こ と と の い ず れ か 一 方 の み で 足 り る 場 合 が あ る 。 い ず れ の 手 段 を 採 用 す る か
は 、 弾 性 部 材 ２ １ や 弾 性 部 材 ５ ２ の 収 縮 力 の 強 さ 、 第 １ パ ネ ル １ １ や 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 横
方 向 Ｂ に お け る 曲 げ 剛 性 の 高 さ 等 に 基 づ い て 決 め ら れ る 。 ま た 、 お む つ １ に お い て 、 図 示
例 の よ う に 、 第 １ 芯 材 ３ ３ や 第 ２ 芯 材 ４ ３ の 内 面 を 第 １ 拡 散 性 シ ー ト ３ ４ や 第 ２ 拡 散 性 シ
ー ト ４ ４ で 被 覆 す る と 、 こ れ ら 芯 材 ３ ３ ， ４ ３ の 内 面 に お け る 体 液 の 拡 散 が 容 易 に な り 、
ま た 芯 材 ３ ３ ， ４ ３ に 高 吸 水 性 ポ リ マ ー の 微 粉 末 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 そ の 微 粉 末 が 第 １
パ ネ ル １ １ や 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 外 へ 漏 れ 出 る こ と を 防 止 で き る 。 こ の よ う な 作 用 を 有 す る
第 １ 、 第 ２ 拡 散 性 シ ー ト ３ ４ ， ４ ４ は 、 第 １ 、 第 ２ 芯 材 ３ ３ ， ４ ３ の 内 面 と と も に 外 面 を
被 覆 し て い て も よ い 。 ま た 、 第 １ 内 面 シ ー ト ３ ２ や 第 ２ 内 面 シ ー ト ４ ２ が 第 １ 、 第 ２ 拡 散
性 シ ー ト ３ ４ ， ４ ４ と 同 等 の 作 用 を 有 す る も の で あ る 場 合 に は 、 お む つ １ に お い て 、 第 １
、 第 ２ 拡 散 性 シ ー ト ３ ４ ， ４ ４ を 省 く こ と も で き る 。 お む つ １ に お い て は ま た 、 第 １ パ ネ
ル １ １ に 凹 部 ３ ６ を 形 成 す る 必 要 が な い と き に は 、 図 ４ に お け る 第 １ 芯 材 ３ ３ と し て 部 位
６ ６ の な い も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 胴 周 り 弾 性 部 材 ２ ０ や 脚 周 り 弾 性 部 材 ２ ７ も ま
た 、 必 要 が な い と き に は 省 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ は 、 図 １ に 例 示 の お む つ １ を 連 続 的 に 製 造 す る た め の 工 程 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
図 の 第 １ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ １ に お い て 、 第 １ 工 程 ５ ０ １ で は 第 １ 連 続 不 織 布 １ ０ １ を 供 給 す る
。 第 １ 連 続 不 織 布 １ ０ １ は 、 内 面 １ ０ １ ａ と 外 面 １ ０ １ ｂ と を 有 し 、 第 ２ 工 程 ５ ０ ２ に お
い て 、 内 面 １ ０ １ ａ に ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 （ 図 示 せ ず ） を 塗 布 し て か ら 、 図 ２ に 例 示 の 第
１ 芯 材 ３ ３ を 第 １ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ １ に お い て 間 欠 的 に 配 置 し 、 そ の 第 １ 芯 材 ３ ３ の 内 面 に は
ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 （ 図 示 せ ず ） を 塗 布 す る 。 第 ３ 工 程 ５ ０ ３ で は 、 テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ 等
か ら な り 体 液 が 透 過 可 能 で あ っ て 体 液 拡 散 性 能 力 を 有 す る 第 １ 連 続 拡 散 性 シ ー ト １ ０ ３ を
第 １ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ １ へ 供 給 し て 、 第 １ 連 続 拡 散 性 シ ー ト １ ０ ３ と 第 １ 連 続 不 織 布 １ ０ １ と
で 第 １ 芯 材 ３ ３ の そ れ ぞ れ を サ ン ド ウ ィ ッ チ す る と と も に 、 第 １ 連 続 不 織 布 １ ０ １ の 両 側
縁 部 そ れ ぞ れ を 第 １ 連 続 拡 散 性 シ ー ト １ ０ ３ の 両 側 縁 部 そ れ ぞ れ に 折 り 重 ね て 溶 着 ま た は
接 着 等 に よ り シ ー ル す る 。 第 ４ 工 程 ５ ０ ４ で は 、 体 液 が 透 過 可 能 な 第 １ 連 続 透 液 性 シ ー ト
１ ０ ６ を 第 １ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ １ へ 供 給 し 、 第 １ 芯 材 ３ ３ と 第 １ 連 続 拡 散 性 シ ー ト １ ０ ３ と を
第 １ 連 続 透 液 性 シ ー ト １ ０ ６ と 第 １ 連 続 不 織 布 １ ０ １ と で サ ン ド ウ ィ ッ チ す る と と も に 、
第 １ 連 続 透 液 性 シ ー ト １ ０ ６ を 第 １ 連 続 拡 散 性 シ ー ト １ ０ ３ と 第 １ 連 続 不 織 布 １ ０ １ と に
溶 着 ま た は 接 着 に よ り 接 合 し て 第 １ 連 続 体 １ ０ ７ を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 の 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ に お い て 、 第 ５ 工 程 ５ ０ ５ で は 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ を 供 給 す
る 。 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ は 、 内 面 ２ ０ １ ａ と 外 面 ２ ０ １ ｂ と を 有 し 、 第 ６ 工 程 ５ ０ ６ に
お い て 、 内 面 ２ ０ １ ａ に ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 （ 図 示 せ ず ） を 塗 布 し て か ら 、 図 ２ に 例 示 の
第 ２ 芯 材 ４ ３ を 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ に お い て 間 欠 的 に 配 置 し 、 そ の 第 ２ 芯 材 ４ ３ の 内 面 に
は ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 （ 図 示 せ ず ） を 塗 布 す る 。 第 ７ 工 程 ５ ０ ７ で は 、 テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ
等 か ら な り 体 液 が 透 過 可 能 で あ っ て 体 液 拡 散 性 能 力 を 有 す る 第 ２ 連 続 拡 散 性 シ ー ト ２ ０ ２
を 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ へ 供 給 し て 、 第 ２ 連 続 拡 散 性 シ ー ト ２ ０ ２ と 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １
と で 第 ２ 芯 材 ４ ３ の そ れ ぞ れ を サ ン ド ウ ィ ッ チ す る と と も に 、 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ の 両
側 縁 部 そ れ ぞ れ を 第 ２ 連 続 拡 散 性 シ ー ト ２ ０ ２ の 両 側 縁 部 そ れ ぞ れ に 折 り 重 ね て 溶 着 や 接
着 等 に よ り シ ー ル す る 。 第 ８ 工 程 ５ ０ ８ で は 、 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ へ 弾 性 的 に 伸 長 収 縮 可
能 な ス ペ ー サ 連 続 体 ２ ０ ４ を 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ の 外 面 ２ ０ １ ｂ に 伸 張 状 態 で 供 給 し て
、 第 ２ 芯 材 ４ ３ の 後 方 部 分 ４ ７ （ 図 ２ 参 照 ） を ま た が せ 、 第 ２ 芯 材 ４ ３ の 両 側 縁 部 ４ ３ ａ
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（ 図 ３ 参 照 ） 近 傍 で 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ に 溶 着 ま た は 接 着 に よ っ て 接 合 す る 。 第 ９ 工 程
５ ０ ９ で は 、 体 液 の 透 過 可 能 な 第 ２ 連 続 透 液 性 シ ー ト ２ ０ ３ を 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ へ 供 給
し 、 第 ２ 芯 材 ４ ３ と 第 ２ 連 続 拡 散 性 シ ー ト ２ ０ ２ と を 第 ２ 連 続 透 液 性 シ ー ト ２ ０ ３ と 第 ２
連 続 不 織 布 ２ ０ １ と で サ ン ド ウ ィ ッ チ す る と と も に 、 第 ２ 連 続 透 液 性 シ ー ト ２ ０ ３ を 第 ２
連 続 拡 散 性 シ ー ト ２ ０ ２ と 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ と に 溶 着 ま た は 接 着 に よ り 接 合 し て 第 ２
連 続 体 ２ ０ ５ を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 の 第 ３ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ３ は 、 第 １ 連 続 体 １ ０ ７ と 第 ２ 連 続 体 ２ ０ ５ と が 合 流 し て 進 む 方
向 で あ っ て 、 第 １ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ １ と 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ と の 延 長 上 に あ る 。 第 ３ 機 械 方 向
Ｍ Ｄ ３ に お け る 第 １ ０ 工 程 ５ １ ０ で は 、 第 ３ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ３ で の 第 １ 芯 材 ３ ３ と 第 ２ 芯 材
４ ３ と の 位 置 が 一 致 し 、 第 ３ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ３ に 対 す る 第 ３ 交 差 方 向 Ｃ Ｄ ３ に お い て 、 第 １
芯 材 ３ ３ の 前 方 部 分 ３ ８ （ 図 ２ 参 照 ） に 第 ２ 芯 材 ４ ３ の 後 方 部 分 ４ ７ が 上 か ら 重 な る よ う
に 、 第 １ 連 続 体 １ ０ ７ と 第 ２ 連 続 体 ２ ０ ５ と を 合 流 さ せ る 。 第 １ １ 工 程 ５ １ １ で は 、 隣 り
合 う 第 ２ 芯 材 ４ ３ と ４ ３ と の 間 の 、 図 に 斜 線 で 示 さ れ て い る 部 位 に お い て 互 い に 向 か い 合
う 第 １ 連 続 透 液 性 シ ー ト １ ０ ６ と 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ と を 溶 着 ま た は 接 着 に よ り 接 合 し
て 第 ３ 連 続 体 ３ ０ １ を 得 る 。 第 １ ２ 工 程 ５ １ ２ で は 、 第 ３ 連 続 体 ３ ０ １ を 第 ３ 交 差 方 向 Ｃ
Ｄ ３ へ 延 び る 切 断 線 ３ ０ ２ に よ っ て 逐 次 分 断 し 、 第 １ 芯 材 ３ ３ と 第 ２ 芯 材 ４ ３ と を 一 個 ず
つ 含 み 、 隣 り 合 う 切 断 線 ３ ０ ２ と ３ ０ ２ と に よ っ て 形 成 さ れ た 互 い に 平 行 な 第 １ 側 縁 ３ ０
３ と 第 ２ 側 縁 ３ ０ ４ と を 有 す る 第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ を 得 る 。 第 １ ３ 工 程 ５ １ ３ で は 、 第 １ 複
合 体 ３ ０ ５ を ９ ０ ° 回 転 さ せ る 。 回 転 さ せ た 第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ は 前 後 の 端 縁 ３ ０ ５ ａ ， ３
０ ５ ｂ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 の 第 ４ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ４ に お け る 第 １ ４ 工 程 ５ １ ４ で は 、 内 面 ４ ０ １ ａ と 外 面 ４ ０ １ ｂ
と を 有 す る 連 続 不 透 液 性 シ ー ト ４ ０ １ を 供 給 す る 。 図 示 例 の 連 続 不 透 液 性 シ ー ト ４ ０ １ の
場 合 に は 、 内 面 ４ ０ １ ａ が 不 透 液 性 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム で 形 成 さ れ 、 外 面 ４ ０ １ ｂ が 不
織 布 で 形 成 さ れ 、 こ れ ら フ ィ ル ム と 不 織 布 と が 接 着 ま た は 溶 着 に よ り ラ ミ ネ ー ト さ れ て い
る 。 第 １ ５ 工 程 ５ １ ５ で は 、 第 １ ３ 工 程 ５ １ ３ で ９ ０ ° 回 転 さ せ た 第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ を 、
第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ に お け る 第 １ 、 第 ２ 連 続 不 織 布 １ ０ １ ， ２ ０ １ が 連 続 不 透 液 性 シ ー ト ４
０ １ の 内 面 ４ ０ １ ａ と 向 か い 合 う よ う に し て 、 第 ４ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ４ に お い て 間 欠 的 に 連 続
不 透 液 性 シ ー ト ４ ０ １ に 載 せ 、 第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ の 周 縁 部 分 を 内 面 ４ ０ １ ａ に 溶 着 ま た は
接 着 に よ り 接 合 し て 第 ４ 連 続 体 ４ ０ ２ を 得 る 。 第 １ ６ 工 程 ５ １ ６ で は 、 第 ４ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ

４ へ 弾 性 的 に 伸 長 収 縮 可 能 な 防 漏 用 帯 状 部 材 で あ る 第 １ 、 第 ２ カ フ 連 続 体 ４ ０ ３ ， ４ ０ ４
の そ れ ぞ れ を 伸 張 状 態 で 供 給 し て 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ カ フ 連 続 体 ４ ０ ３ ， ４ ０ ４ の 外 側 縁
部 ４ ０ ３ ｂ ， ４ ０ ４ ｂ を 第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ の 第 １ 、 第 ２ 縁 部 ３ ０ ３ ， ３ ０ ４ そ れ ぞ れ の 近
傍 で 第 ４ 連 続 体 ４ ０ ２ に 溶 着 ま た は 接 着 に よ り 接 合 す る 。 第 １ ６ 工 程 ５ １ ６ で は ま た 、 第
１ 、 第 ２ カ フ 連 続 体 ４ ０ ３ ， ４ ０ ４ の 内 側 縁 部 ４ ０ ３ ａ ， ４ ０ ４ ａ が 互 い に 向 き 合 う よ う
に 第 １ 、 第 ２ カ フ 連 続 体 ４ ０ ３ ， ４ ０ ４ を 第 １ 連 続 透 液 性 シ ー ト １ ０ ６ と 第 ２ 連 続 透 液 性
シ ー ト ２ ０ ３ と に 重 ね て 第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ の 前 後 に 形 成 さ れ て い る 縁 部 ３ ０ ５ ａ ， ３ ０ ５
ｂ の 近 傍 で 第 ４ 連 続 体 ４ ０ ２ に 接 合 す る 。 第 １ ６ 工 程 ５ １ ６ で は さ ら に 、 第 １ 、 第 ２ カ フ
連 続 体 ４ ０ ３ ， ４ ０ ４ の 内 側 縁 部 ４ ０ ３ ａ ， ４ ０ ４ ａ の 一 部 分 を 第 ４ 連 続 体 ４ ０ ２ の 第 ４
機 械 方 向 Ｍ Ｄ ４ に 対 す る 第 ４ 交 差 方 向 Ｃ Ｄ ４ の 中 間 部 位 に お い て 接 着 剤 ４ ０ ３ ｃ ， ４ ０ ４
ｃ を 介 し て 第 ２ 連 続 透 液 性 シ ー ト ２ ０ ３ に 接 合 す る 。 第 １ ６ 工 程 ５ １ ６ で 供 給 さ れ る 第 １
、 第 ２ カ フ 連 続 体 ４ ０ ３ ， ４ ０ ４ の そ れ ぞ れ は 、 第 ４ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ４ に お い て 連 続 す る 不
織 布 ４ ０ ３ ｄ ， ４ ０ ４ ｄ と 、 そ の 不 織 布 ４ ０ ３ ｄ ， ４ ０ ４ ｄ に 伸 張 状 態 で 取 り 付 け ら れ た
糸 ゴ ム ４ ０ ３ ｅ ， ４ ０ ４ ｅ と か ら な る 。 第 １ ７ 工 程 ５ １ ７ で は 、 第 ４ 連 続 体 ４ ０ ２ の 縁 部
そ れ ぞ れ の 所 要 部 位 に 、 お む つ １ に お け る 前 方 翼 部 ２ ３ と 後 方 翼 部 ２ ４ と を 形 成 す る た め
の 翼 部 部 材 ４ ０ ５ ， ４ ０ ６ ， ４ ０ ７ ， ４ ０ ８ を 取 り 付 け る 。 翼 部 部 材 ４ ０ ７ ， ４ ０ ８ に は
、 図 １ の フ ァ ス ナ ２ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 １ ８ 工 程 ５ １ ８ で は 、 第 ４ 連 続 体 ４ ０ ２
を 、 互 い に 隣 接 す る 第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ ど う し の 間 に お い て 、 第 ４ 交 差 方 向 Ｃ Ｄ ４ へ 延 び る
切 断 線 ４ １ ０ に よ っ て 逐 次 分 断 し て 個 別 の お む つ １ ま た は お む つ １ の 前 駆 体 を 得 る 。 こ こ
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で 前 駆 体 と は 、 第 １ ８ 工 程 ５ １ ８ 以 降 の 工 程 に お い て 何 ら か の 加 工 処 理 が 予 定 さ れ て い る
お む つ を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 か よ う な お む つ の 製 造 工 程 に お い て 得 ら れ る お む つ １ は 、 胴 周 り 弾 性 部 材 と 脚 周 り 弾 性
部 材 と を 備 え て い な い こ と に お い て 、 図 １ の お む つ と 異 な る が 、 こ れ ら 弾 性 部 材 に つ い て
は 、 後 記 図 ６ ， ７ で 説 明 さ れ る 。 図 ５ で 製 造 さ れ る お む つ １ に お い て 、 図 ２ ， ３ に 示 さ れ
た ス ペ ー サ ５ １ が 不 要 で あ れ ば 、 第 ８ 工 程 ５ ０ ８ に お け る ス ペ ー サ 連 続 体 ２ ０ ４ の 供 給 を
省 く こ と が で き る 。 ま た 、 お む つ １ に お い て 第 ２ パ ネ ル １ ２ を 第 １ パ ネ ル １ １ か ら 離 間 さ
せ る た め の 手 段 と し て 防 漏 カ フ １ ３ を 使 用 す る 必 要 が な け れ ば 、 第 １ ６ 工 程 ５ １ ６ に お い
て 、 第 １ 、 第 ２ カ フ 連 続 体 ４ ０ ３ ， ４ ０ ４ に お け る 内 側 縁 部 ４ ０ ３ ａ ， ４ ０ ４ ａ の 一 部 分
と 第 ２ 連 続 透 液 性 シ ー ト ２ ０ ３ と の 接 着 剤 ４ ０ ３ ｃ ， ４ ０ ４ ｃ を 介 し て の 接 合 を 省 く こ と
が で き る 。 さ ら に は ま た 、 お む つ １ に 第 １ 拡 散 性 シ ー ト ３ ４ や 第 ２ 拡 散 性 シ ー ト ４ ４ が 不
要 で あ れ ば 、 第 ３ 工 程 ５ ０ ３ に お け る 第 １ 連 続 拡 散 性 シ ー ト １ ０ ３ や 第 ７ 工 程 ５ ０ ７ に お
け る 第 ２ 連 続 拡 散 性 シ ー ト ２ ０ ２ の 供 給 を 省 く こ と が で き る 。 図 １ の お む つ １ と 図 ５ の 製
造 工 程 と を 対 比 し て 明 ら か な よ う に 、 図 ５ に お け る 第 １ 連 続 不 織 布 １ ０ １ 、 第 １ 芯 材 ３ ３
、 第 １ 連 続 拡 散 性 シ ー ト １ ０ ３ お よ び 第 １ 連 続 透 液 性 シ ー ト １ ０ ６ か ら は 、 第 １ パ ネ ル １
１ が 得 ら れ る 。 ま た 、 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ 、 第 ２ 芯 材 ４ ３ 、 第 ２ 連 続 拡 散 性 シ ー ト ２ ０
２ 、 ス ペ ー サ 連 続 体 ２ ０ ４ お よ び 第 ２ 連 続 透 液 性 シ ー ト ２ ０ ３ か ら は 第 ２ パ ネ ル １ ２ が 得
ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ は 、 図 ５ と は 異 な る 態 様 に あ る 第 １ ４ ， １ ５ 工 程 ５ １ ４ ， ５ １ ５ を 示 す 図 で あ る 。
図 ６ の 第 １ ４ 工 程 ５ １ ４ で は 、 不 透 液 性 連 続 シ ー ト ４ ０ １ を 形 成 す る 外 面 シ ー ト ４ ０ １ ｂ
の 両 側 縁 部 ４ １ ３ ， ４ １ ４ の そ れ ぞ れ に 、 図 １ に お け る 両 脚 周 り 弾 性 部 材 ２ ７ の そ れ ぞ れ
を 形 成 す る こ と と な る 連 続 弾 性 部 材 ４ １ １ ， ４ １ ２ を 接 着 剤 （ 図 示 せ ず ） に よ り 伸 張 状 態
で 取 り 付 け る 。 そ の 後 に 、 内 面 シ ー ト ４ ０ １ ａ と 外 面 シ ー ト ４ ０ １ ｂ と を 接 着 剤 （ 図 示 せ
ず ） を 介 し て 接 合 し 、 不 透 液 性 連 続 シ ー ト ４ ０ １ を 得 る 。 工 程 ５ １ ５ に お い て 、 不 透 液 性
連 続 シ ー ト ４ ０ １ に は 、 第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ を 接 合 し て 第 ４ 連 続 体 ４ ０ ２ を 得 る 。 こ の よ う
な 第 ４ 連 続 体 ４ ０ ２ を 使 用 す れ ば 、 図 ５ で 得 ら れ る お む つ １ の 脚 周 り に 弾 性 部 材 を 取 り 付
け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ７ も ま た 、 図 ５ と は 異 な る 態 様 に あ る 第 １ ４ 、 第 １ ５ 工 程 ５ １ ４ ， ５ １ ５ を 示 す 図 で
あ る 。 図 ７ の 第 １ ４ 工 程 ５ １ ４ で は 、 不 透 液 性 連 続 シ ー ト ４ ０ １ を 形 成 す る 外 面 シ ー と ４
０ １ ｂ に 対 し て 第 ４ 交 差 方 向 Ｃ Ｄ ４ へ 延 び る 弾 性 部 材 ２ ０ （ 図 １ 参 照 ） を 接 着 剤 （ 図 示 せ
ず ） を 介 し て 伸 張 状 態 で 取 り 付 け る 。 弾 性 部 材 ２ ０ は 、 図 １ の お む つ １ の 胴 周 り 弾 性 部 材
２ ０ と 同 じ も の で 、 図 で は ２ 条 の 弾 性 部 材 ２ ０ が １ 群 を な し 、 そ の １ 群 ず つ を 第 ４ 機 械 方
向 Ｍ Ｄ ４ に お い て 間 欠 的 に 取 り 付 け る 。 そ の 後 に 、 内 面 シ ー ト ４ ０ １ ａ を 外 面 シ ー ト ４ ０
１ ｂ に 対 し て ラ ミ ネ ー ト す る 。 第 １ ５ 工 程 ５ １ ５ で は 、 第 １ 複 合 体 ３ ０ ５ を １ 群 の 弾 性 部
材 ２ ０ と １ 群 の 弾 性 部 材 ２ ０ と の 間 に お い て 内 面 シ ー と ４ ０ １ ａ に 載 せ て 接 合 し 、 第 ４ 連
続 体 ４ ０ ２ を 得 る 。 弾 性 部 材 ２ ０ を 含 む こ の よ う な 第 ４ 連 続 体 ４ ０ ２ を 使 用 す れ ば 、 図 ５
で 得 ら れ る お む つ １ お よ び 図 ６ の 工 程 を 使 用 し て 得 ら れ る お む つ １ の 胴 周 り に 弾 性 部 材 ２
０ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ は 、 こ の 発 明 の 実 施 態 様 の 一 例 を 示 す 図 ５ と 同 様 な 工 程 の 一 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
図 示 例 の 製 造 工 程 で は 、 第 １ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ １ へ 走 行 す る 第 １ 連 続 不 織 布 １ ０ １ に 第 １ 芯 材
３ ３ を 載 せ る と き に 、 第 １ 芯 材 ３ ３ の 前 方 部 分 ３ ８ と 後 方 部 分 ３ ９ と を 第 １ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ

１ へ 向 け る 。 ま た 、 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ へ 走 行 す る 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ に 第 ２ 芯 材 ４ ３
を 載 せ る と き に は 、 第 ２ 芯 材 ４ ３ の 前 方 部 分 ４ ６ と 後 方 部 分 ４ ７ と を 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２

へ 向 け る 。 こ の よ う な 製 造 工 程 で は 、 例 え ば 第 １ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ １ に ほ ぼ 水 平 に 並 べ る 複 数
の 機 械 装 置 と 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ へ ほ ぼ 水 平 に 並 べ る 複 数 の 機 械 装 置 と を 上 下 に 配 置 し て
、 こ れ ら 両 機 械 方 向 Ｍ Ｄ １ ， Ｍ Ｄ ２ を 上 下 方 向 か ら 合 流 さ せ る よ う に す る と 、 お む つ 製 造
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工 場 に お け る 横 方 向 の ス ペ ー ス を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ９ も ま た 、 こ の 発 明 の 実 施 態 様 の 一 例 を 示 す 図 ５ と 同 様 な 工 程 の 一 部 分 を 示 す 図 で あ
る 。 図 示 例 の 製 造 工 程 に お い て 、 第 １ 連 続 不 織 布 １ ０ １ と 第 １ 芯 材 ３ ３ と は 、 図 ８ と 同 じ
態 様 で 第 １ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ １ へ 走 行 す る 。 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ と 第 ２ 芯 材 ４ ３ と は 、 図 ５
と 同 じ 態 様 で 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ へ 走 行 す る 。 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ に お い て は 、 第 ２ 芯 材
４ ３ と 第 ２ 拡 散 性 シ ー ト ２ ０ ２ と を 第 ２ 連 続 不 織 布 ２ ０ １ と 第 ２ 連 続 透 液 性 シ ー ト ２ ０ ３
と で サ ン ド ウ ィ ッ チ し て な る 第 ２ 連 続 体 ２ ０ ５ を 切 断 線 ２ １ １ と ２ １ ２ と で 逐 次 切 断 す る
こ と に よ っ て 得 ら れ る 第 ２ パ ネ ル 前 駆 体 ２ １ ３ を 、 ９ ０ ° 回 転 さ せ て か ら 第 １ 機 械 方 向 Ｍ
Ｄ １ へ 走 行 す る 第 ２ 連 続 体 １ ０ ７ に 載 せ る 。 こ の よ う な 製 造 工 程 で は 、 図 ５ の そ れ と 同 様
に 第 ２ 機 械 方 向 Ｍ Ｄ ２ へ ス ペ ー サ 連 続 体 ２ ０ ４ を 連 続 的 に 供 給 す る こ と が 容 易 で あ り 、 ま
た 、 第 ２ パ ネ ル 前 駆 体 ２ １ ３ に 対 し て 、 例 え ば 胴 周 り の 弾 性 部 材 ２ ０ の 如 き 胴 周 り 方 向 へ
延 び る 糸 ゴ ム を 連 続 的 に 供 給 す る こ と も 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ０ ， １ １ は 、 こ の 発 明 に 基 づ い て 得 ら れ る 図 １ と 同 様 な お む つ １ の 斜 視 図 と 、 図 １
０ の Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 線 断 面 図 で あ る 。 こ の お む つ １ の 第 ２ パ ネ ル １ ２ は 、 後 方 部 分 ４ ７ の 一 部
が 第 ２ 内 面 シ ー ト ４ ２ ど う し を 重 ね 合 わ せ る よ う に 折 り 返 さ れ て な る 折 曲 部 １ ２ ｄ を 有 す
る 。 折 曲 部 １ ２ ｄ で は 、 第 ２ 外 面 シ ー ト ４ １ が ポ ケ ッ ト ５ ６ の 外 に 現 れ て い る 。 防 漏 カ フ
１ ８ の そ れ ぞ れ は 部 位 ６ １ に お い て 折 曲 部 １ ２ ｄ に お け る 第 ２ 外 面 シ ー ト ４ １ に 接 合 し て
い る 。 お む つ １ が 着 用 さ れ て さ ら に 湾 曲 す る と 、 防 漏 カ フ １ ８ は 、 弾 性 部 材 ２ １ の 収 縮 作
用 に よ っ て パ ネ ル 状 部 ２ か ら 起 立 す る よ う に 動 き 、 そ の と き に 、 第 ２ パ ネ ル １ ２ の 後 方 部
分 ４ ７ の う ち で 折 曲 部 １ ２ ｄ と ポ ケ ッ ト ５ ６ と を 形 成 し て い る 部 分 を 図 １ １ の 上 方 へ 持 ち
上 げ る 。 持 ち 上 げ ら れ た 折 曲 部 １ ２ ｄ の 頂 部 １ ２ ｅ は 、 お む つ 着 用 者 の 性 器 と 肛 門 と の 間
で 肌 に 当 接 可 能 で あ り 、 そ の よ う に 当 接 し た と き の 折 曲 部 １ ２ ｄ は 、 前 方 へ 向 か う 軟 便 の
流 れ と 後 方 へ 向 か う 尿 の 流 れ と を 止 め る こ と が で き る 。 か よ う な お む つ １ に お け る 折 曲 部
１ ２ ｄ は 、 図 ５ に お け る 第 ９ 工 程 ５ ０ ９ と 第 １ ０ 工 程 ５ １ ０ と の 間 に お い て 第 １ 連 続 体 ２
０ ５ の 所 要 部 位 を 折 り 返 す こ と に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 製 造 方 法 に よ れ ば 、 股 下 域 近 傍 に お い て 便 溜 め 用 の ポ ケ ッ ト を 形 成 す る
よ う に 重 な り 合 う 第 １ パ ネ ル と 第 ２ パ ネ ル と を 互 い に 離 間 さ せ て そ の ポ ケ ッ ト を 大 き く 開
口 さ せ る こ と が 可 能 な 使 い 捨 て お む つ を 連 続 的 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 お む つ の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 断 面 図 。
【 図 ４ 】 お む つ の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 お む つ の 製 造 工 程 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 実 施 態 様 の 一 例 を 示 す 製 造 工 程 の 部 分 図 。
【 図 ７ 】 実 施 態 様 の 他 の 一 例 を 示 す 製 造 工 程 の 部 分 図 。
【 図 ８ 】 実 施 態 様 の さ ら に 他 の 一 例 を 示 す 製 造 工 程 の 部 分 図 。
【 図 ９ 】 実 施 態 様 の さ ら に 他 の 一 例 を 示 す 製 造 工 程 の 部 分 図 。
【 図 １ ０ 】 図 １ と 異 な る 態 様 の お む つ の 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 線 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ 　 　 使 い 捨 て お む つ
　 ３ 　 　 前 胴 周 り 域
　 ４ 　 　 後 胴 周 り 域
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　 ５ 　 　 股 下 域
　 １ ０ 　 　 不 透 液 性 シ ー ト （ 裏 打 ち シ ー ト ）
　 １ ０ ａ 　 　 第 １ 内 面
　 １ ０ ｂ 　 　 第 １ 外 面
　 １ １ 　 　 第 １ 体 液 吸 収 部 （ 第 １ パ ネ ル ）
　 １ １ ａ 　 　 縁 部
　 １ ２ 　 　 第 ２ 体 液 吸 収 部 （ 第 ２ パ ネ ル ）
　 １ ２ ａ 　 　 縁 部
　 １ ２ ｄ 　 　 部 位
　 １ ３ 　 　 防 漏 カ フ
　 ３ １ 　 　 第 ２ 外 面
　 ３ ２ 　 　 第 ２ 内 面
　 ３ ３ 　 　 第 １ 芯 材
　 ４ １ 　 　 第 ３ 外 面
　 ４ ２ 　 　 第 ３ 内 面
　 ４ ３ 　 　 第 ２ 芯 材
　 ５ １ 　 　 ス ペ ー サ
　 １ ０ １ 　 　 第 １ 不 織 布
　 １ ０ １ ａ 　 　 内 面
　 １ ０ １ ｂ 　 　 外 面
　 １ ０ ６ 　 　 第 １ 透 液 性 シ ー ト
　 １ ０ ７ 　 　 第 １ 連 続 体
　 ２ ０ １ 　 　 第 ２ 不 織 布
　 ２ ０ １ ａ 　 　 内 面
　 ２ ０ １ ｂ 　 　 外 面
　 ２ ０ ３ 　 　 第 ２ 透 液 性 シ ー ト
　 ２ ０ ４ 　 　 ス ペ ー サ 連 続 体
　 ２ ０ ５ 　 　 第 ２ 連 続 体
　 ３ ０ １ 　 　 第 ３ 連 続 体
　 ３ ０ ２ 　 　 切 断 線
　 ３ ０ ３ 　 　 縁 部
　 ３ ０ ４ 　 　 縁 部
　 ３ ０ ５ 　 　 第 １ 複 合 体
　 ３ ０ ５ ａ 　 　 第 １ 側 縁
　 ３ ０ ５ ｂ 　 　 第 ２ 側 縁
　 ４ ０ １ 　 　 第 １ 不 透 液 性 シ ー ト
　 ４ ０ １ ａ 　 　 内 面
　 ４ ０ １ ｂ 　 　 外 面
　 ４ ０ ２ 　 　 第 ４ 連 続 体
　 ４ ０ ３ 　 　 第 １ カ フ 連 続 体
　 ４ ０ ３ ａ 　 　 第 １ 側 縁 部
　 ４ ０ ３ ｂ 　 　 第 ２ 側 縁 部
　 ４ ０ ３ ｄ 　 　 不 織 布
　 ４ ０ ３ ｅ 　 　 糸 ゴ ム
　 ４ ０ ４ 　 　 第 ２ カ フ 連 続 体
　 ４ ０ ４ ａ 　 　 第 １ 側 縁 部
　 ４ ０ ４ ｂ 　 　 第 ２ 側 縁 部
　 ４ ０ ４ ｄ 　 　 不 織 布
　 ４ ０ ４ ｅ 　 　 糸 ゴ ム
　 Ｍ Ｄ １ 　 　 第 １ 機 械 方 向

10

20

30

40

50

(18) JP 2005-296089 A 2005.10.27



　 Ｍ Ｄ ２ 　 　 第 ２ 機 械 方 向
　 Ｍ Ｄ ３ 　 　 第 ３ 機 械 方 向
　 Ｍ Ｄ ４ 　 　 第 ４ 機 械 方 向
　 Ｃ Ｄ ３ 　 　 交 差 方 向 （ 第 ３ 交 差 方 向 ）
　 Ｃ Ｄ ４ 　 　 交 差 方 向 （ 第 ４ 交 差 方 向 ）
　 Ａ 　 　 縦 方 向
　 Ｂ 　 　 横 方 向
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